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第７４回国民体育大会茨城県準備委員会

第 ４ 回 総 会 次 第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時　　平成２７年７月１４日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４：００～１５：００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所　　水戸プラザホテル　プラザボールルーム

１　開　　会

　　・あいさつ

２　報告事項

　　・報告事項１　第７４回国民体育大会茨城県準備員会役員及び委員の変更

　　・報告事項２　第６回常任委員会及び第７回常任委員会における審議決定事項等

　　・報告事項３　専決処分した事項

３　審議事項

　　・第１号議案　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会平成２６年度事業報告（案）

　　・第２号議案　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会平成２６年度収支決算（案）

　　・第３号議案　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会平成２７年度事業計画（案）

　　・第４号議案　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会平成２７年度収支予算（案）

　　・第５号議案　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会会則の一部改正について（案）

４　閉　　会
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報　告　事　項
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第４回総会　報告事項１

第７４回国民体育大会茨城県準備委員会役員及び委員の変更

　平成２６年７月９日から平成２７年７月１４日までの間における役員及び委員の変更に

ついては，下記のとおりである。

　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会会則第８条第３項の規定により報告する。

○ 副会長

機関・団体名および役職 新　任　者 旧　任　者 変更年月日

茨城県議会議長 細 谷　典 幸 飯 塚　秋 男 平成27年１月16日

茨城県教育委員会委員長 － 関 　　正 樹 平成27年４月15日

茨城県教育委員会教育長 小野寺　　俊 － 平成27年４月16日

茨城県市長会長 豊 田　　 稔 会 田　真 一 平成27年６月１日

○ 常任委員

機関・団体名および役職 新　任　者 旧　任　者 変更年月日

茨城県議会副議長 山 岡　恒 夫 菊 池　敏 行 平成27年１月16日

茨城県議会総務企画委員会委員長 伊 沢　勝 徳 福 地 源一郎 平成27年１月16日

茨城県議会防災環境商工委員会委員長 舘 　　静 馬 横 山　忠 市 平成27年１月16日

茨城県議会保健福祉委員会委員長 石 田　　 進 鈴 木　亮 寛 平成27年１月16日

茨城県議会農林水産委員会委員長 西 野 　　一 村 上　典 男 平成27年１月16日

茨城県議会土木企業委員会委員長 神 達　岳 志 舘 　　静 馬 平成27年１月16日

茨城県議会文教警察委員会委員長 石 井　邦 一 萩 原 　　勇 平成27年１月16日

茨城県理事兼政策審議監 今 瀬　　 肇 松 下　博 充 平成27年４月１日

茨城県知事公室長 塙 　　秀 雄 小 野　嘉 久 平成27年４月１日

茨城県総務部長 菊 地 健太郎 福 田 　　毅 平成26年７月22日

茨城県総務部理事兼地域支援局長 今 関　裕 夫 今 橋　裕 麿 平成27年４月１日

茨城県生活環境部長 小 野　嘉 久 泉 　　幸 一 平成27年４月１日

茨城県保健福祉部長 松 岡　輝 昌 森 戸　久 雄 平成27年４月１日

茨城県警察本部長 鈴 木　三 男 大 平　 　修 平成27年１月27日

茨城県教育委員会委員（教育長職務代理者） 関 　　正 樹 － 平成27年４月16日

茨城県市議会議長会会長 村 田　進 洋 田 口　文 明 平成27年６月９日

茨城県中学校体育連盟会長 川 又　　 将 相 吉　新 一 平成27年５月15日

茨城県学校長会会長 坂 場　克 身 助 川　公 継 平成27年５月13日

茨城県高等学校長協会協会長 萩 谷　主 郎 小田部 幹 夫 平成27年４月22日
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機関・団体名および役職 新　任　者 旧　任　者 変更年月日

茨城県私学協会会長 鈴 木　康 之 大 窪　範 光 平成27年４月１日

茨城県中小企業団体中央会会長 渡 邉　　 武 幡 谷　祐 一 平成27年６月１日

公益社団法人日本青年会議所関東地区茨城ブロック協議会会長 大 高　勝 利 杉 田　周 平 平成27年１月１日

東日本旅客鉄道株式会社水戸支社長 向 山　路 一 小 池　邦 彦 平成27年６月23日

茨城県女性団体連盟会長 田 山 知賀子 神 戸　礼 子 平成27年５月22日

○ 監事

機関・団体名および役職 新　任　者 旧　任　者 変更年月日

茨城県会計管理者 森 戸　久 雄 丹 　　勝 義 平成27年４月１日

○ 委員

機関・団体名および役職 新　任　者 旧　任　者 変更年月日

日立市長 小 川　春 樹 吉 成　　 明 平成27年５月１日

潮来市長 原 　　浩 道 柗 田　千 春 平成27年３月７日

かすみがうら市長 坪 井　 　透 宮 嶋　光 昭 平成26年７月23日

城里町長 上遠野　　修 阿久津 藤 男 平成26年９月21日

大子町長 綿 引　久 男 益 子　英 明 平成27年１月10日

茨城県高等学校野球連盟会長 福 田　洋 治 木 城　孝 夫 平成27年５月13日

茨城県ボート協会会長 原　　 浩 道 藤 島　正 孝 平成27年４月１日

茨城陸上競技協会会長 櫻 井　洋 二 関 山　由 雄 平成27年４月１日

茨城県バスケットボール協会会長 薄 井　宏 美 寺 山　　 徹 平成27年４月10日

茨城県ソフトテニス連盟会長 下 妻　利 之 大 滝　正 榮 平成27年４月１日

茨城県卓球連盟会長 川 田　　 進 中 川　靖 雄 平成27年４月１日

茨城県馬術連盟会長 白 田　信 夫 海 野　 　透 平成27年７月７日

茨城県トライアスロン協会会長 新 谷　正 義 岡 田　　 広 平成26年９月１日

茨城大学学長 三 村　信 男 池 田　幸 雄 平成26年９月１日

流通経済大学学長 野 尻　俊 明 小池田 冨 男 平成27年４月１日

一般社団法人茨城県専修学校各種学校連合会会長 細 谷　　 貢 八文字 敏 宏 平成27年４月１日

茨城県森林組合連合会代表理事会長 佐 藤　信 勝 平 塚　　 修 平成27年６月１日

一般社団法人茨城県ハイヤー・タクシー協会会長 金 塚　　 功 新 井　　 昇 平成27年７月１日

公益社団法人茨城県看護協会会長 相 川 三保子 村 田　昌 子 平成27年４月１日

公益財団法人茨城県老人クラブ連合会会長 伊 藤　達 也 山 口　篤 二 平成27年５月29日

茨城県社会教育振興協議会会長 儘 田　茂 樹 永 井　久 善 平成26年７月18日

茨城県高等学校ＰＴＡ連合会会長 大 堤　雄 一 菅 野　　 宏 平成27年５月29日

茨城県ＰＴＡ連絡協議会会長 佐 藤　秀 行 加 藤　欣 一 平成27年５月31日
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第７４回国民体育大会茨城県準備委員会顧問及び参与（新任）

○　顧問

機関・団体名および役職 新　任　者 就任年月日

衆議院議員 福　島　伸　享 平成26年12月14日

○　参与

機関・団体名および役職 新　任　者 就任年月日

茨城県議会議員 江　尻　加　那 平成27年１月８日

茨城県議会議員 福　地　源一郎 平成27年１月８日

茨城県議会議員 菊　池　敏　行 平成27年１月８日

茨城県議会議員 安　藤　真理子 平成27年１月８日

茨城県議会議員 高　橋　勝　則 平成27年１月８日

茨城県議会議員 萩　原　　　勇 平成27年１月８日

茨城県議会議員 飯　塚　秋　男 平成27年１月８日

茨城県議会議員 村　上　典　男 平成27年１月８日

茨城県議会議員 上　野　高　志 平成27年１月８日

茨城県議会議員 磯　崎　達　也 平成27年１月８日

茨城県議会議員 二　川　英　俊 平成27年１月８日

茨城県議会議員 水　柿　一　俊 平成27年１月８日

茨城県議会議員 横　山　忠　市 平成27年 1月 8日

茨城県議会議員 鈴　木　亮　寛 平成27年１月８日

茨城県教育委員会委員 柳　生　　　修 平成26年12月25日

茨城県教育委員会委員 長谷川　智恵子 平成27年４月16日

毎日新聞社水戸支局長 滝　口　隆　司 平成27年５月１日

読売新聞社水戸支局長 西　村　洋　一 平成27年６月１日

東京新聞水戸支局長 山　岸　利　行 平成26年８月１日

日本経済新聞社水戸支局長 安　池　直　人 平成27年４月１日

日刊工業新聞社茨城支局長 山　路　　　薫 平成27年１月８日

時事通信社水戸支局長 石　田　保　幸 平成27年７月１日

日本テレビ水戸支局長 齋　藤　直　人 平成27年２月16日
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第４回総会　報告事項２

第６回常任委員会及び第７回常任委員会における審議決定事項等

　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会会則第１２条第７項の規定により報告する。

（１）総務企画関係

　①各種計画等の策定等

　　・第７４回国民体育大会文化プログラム実施基本方針

　　・第７４回国民体育大会会期

　②会場地市町村の選定

　　・第７４回国民体育大会会場地市町村第四次選定，第五次選定

（２）施設整備関係

　①各種計画等の策定等

　　・第７４回国民体育大会競技施設基準の改定

　　・第７４回国民体育大会競技施設整備計画【第二次】

（３）競技運営関係

　①各種基本方針等の策定

　　・第７４回国民体育大会競技別リハーサル大会開催基準要項

　　・第７４回国民体育大会記録業務基本方針

　②会場地市町村の選定

　　・第７４回国民体育大会デモンストレーションスポーツ実施競技及び会場地市町村第

三次選定

（４）広報・県民運動関係

　①愛称・スローガン

　　・第７４回国民体育大会愛称・スローガン規定書体の決定

　②マスコットキャラクター

　　・第７４回国民体育大会マスコットキャラクター愛称の決定

　③県民運動

　　・第７４回国民体育大会花いっぱい運動推奨花の決定

（５）宿泊・衛生関係

　①各種基本計画の策定

　　・第７４回国民体育大会宿泊基本計画

　　・第７４回国民体育大会医事・衛生基本計画
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（６）輸送・交通関係

　①各種基本計画の策定

　　・第７４回国民体育大会輸送・交通基本計画

（７）式典関係

　①式典基本構想

　　・第７４回国民体育大会基本構想

（８）警備・消防関係

　①各種基本方針等の策定

　　・第７４回国民体育大会警備・消防防災基本方針
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第４回総会　報告事項３

専決処分した事項

　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会会則第１４条第１項の規定に基づき，次のとお

り専決処分したことから，同条第２項の規定により報告するので，承認願いたい。

１　平成２７年度暫定収支予算

（平成２７年３月３０日専決処分）

　　平成２７年度に実施する事業や事務局の運営にかかる経費のうち，年度当初から総会

開催までの期間の必要額について，暫定収支予算として専決処分を行った。

１　収入の部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

科    目 本年度予算額 付　　記暫定予算額

（４月～７月分）

負 担 金 ４０，７７１ ２８，７１８ 茨城県負担金

繰 越 金 ６，４２７ ６，４２７

合　  計 　４７，１９８ ３５，１４５

２　支出の部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

科　　目 本年度予算額 付　　記暫定予算額

（４月～７月分）

事 業 費 ４１，２２２ ３４，００５

輸送・交通計画作成，

競技役員等養成補助，

イメージソング制作，

総会・常任委員会開催経費等

事 務 局 費 ５，９７６ １，１４０ 事務局運営費　等

合　　 計 　４７，１９８ ３５，１４５
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審　議　事　項
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１　主要業務の推進

（１）　総務企画関係

　　①　基本計画等の策定

　　　・　国民体育大会開催準備総合計画（第二次）

　　②　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会の組織

　　　・　警備・消防専門委員会の設置

　　③　会場地市町村等の選定

　　　・　会場地市町村第三次選定，第四次選定

（２）　施設整備関係

　　①　施設基準の改定等

　　　・　競技施設基準の改定

　　　・　競技施設整備計画【第二次】

（３）　競技運営関係

　　①　各種基本方針等の策定

　　　・　競技別リハーサル大会開催基準要項

　　　・　記録業務基本方針

　　　・　デモンストレーションスポーツ実施競技及び会場地市町村第二次選定，第三次選定

（４）　広報・県民運動関係

　　①　基本計画の策定

　　　・　県民運動基本計画

　　②　愛称・スローガン

　　　・　規定書体の決定

　　③　マスコットキャラクター

　　　・　デザインの選定

　　　・　愛称募集要項の策定

　　　・　愛称の決定

　　④　花いっぱい運動

　　　・　推奨花の決定

（５）　宿泊・衛生関係

　　①　各種基本計画の策定

　　　・　宿泊基本計画

　　　・　医事・衛生基本計画

（６）　輸送・交通関係

　　①　基本計画の策定

　　　・　輸送・交通基本計画

（７）　式典関係

　　①　基本構想の策定

　　　・　式典基本構想（素案）

第４回総会　第１号議案

平成２６年度事業報告（案）

　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会会則第１１条第４項第３号の規定により，平成

２６年度事業報告を提案する。
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（８）　警備・消防関係

　　①　基本方針の策定

　　　・　警備・消防防災基本方針

２　会議等の開催

（１）　総会（１回）

日時（場所） 会議名 内容

平成２６年７月８日
１４時００分～

（水戸プラザホテル）

第３回総会 ・ 平成２５年度事業報告
・ 平成２５年度収支報告
・ 平成２６年度事業計画
・ 平成２６年度収支予算　　　　　　　ほか

（２）　常任委員会（２回）

日時（場所） 会議名 内容

平成２６年７月８日
１３時４５分～

（水戸プラザホテル）

第５回
常任委員会

・ 専門委員会規程の改正
・ 会場地市町村第三次選定
・ 県民運動基本計画　　　　　　　　　ほか

平成２７年２月１６日
１３時３０分～

（水戸プラザホテル）

第６回
常任委員会

・ 会場地市町村第四次選定
・ 競技施設基準の改定
・ 競技施設整備計画【第二次】
・ 記録業務基本方針
・ 宿泊基本計画
・ 医事・衛生基本計画
・ 輸送・交通基本計画
・ 警備・消防防災基本方針　　　　　　ほか

（３）　専門委員会

　　①　総務企画専門委員会（１回）

日時（場所） 会議名 内容
平成２６年６月３日

（県庁会議室）
第５回

総務企画専門委員会
・ 会場地市町村第三次選定（案）
・ 国民体育大会開催総合準備計画【第二次】（案）

　　②　施設整備専門委員会（１回）

日時（場所） 会議名 内容

平成２７年１月１５日
（県庁会議室）

第３回
施設整備専門委員会

・ 競技施設基準の改定（案）
・ 競技施設整備計画【第二次】（案）

　　③　競技運営専門委員会（１回）

日時（場所） 会議名 内容

平成２６年１１月２６日
（県庁会議室）

第３回
競技運営専門委員会

・ 記録業務基本方針（案）
・ 競技別リハーサル大会開催基準要項
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

　　④　広報・県民運動専門委員会（２回）

日時（場所） 会議名 内容

平成２６年６月２５日
（県庁会議室）

第３回
広報・県民運動

専門委員会

・ 県民運動基本計画（案）
　マスコットキャラクターデザインの選定
・ マスコットキャラクター愛称の募集
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

平成２６年１０月２９日
（県庁会議室）

第４回
広報・県民運動

専門委員会

・ マスコットキャラクター愛称の選定
・ 愛称・スローガン規定書体の選定
・ 国体推奨花の選定



－ 15 －

　　⑤　宿泊・衛生専門委員会（１回）

日時（場所） 会議名 内容

平成２６年１２月３日
（県庁会議室）

第２回
宿泊・衛生専門委員会

・ 宿泊基本計画（案）
・ 医事・衛生基本計画（案）

　　⑥　輸送・交通専門委員会（１回）

日時（場所） 会議名 内容

平成２７年１月２２日
（県庁会議室）

第２回
輸送・交通専門委員会

・ 輸送・交通基本計画（案）

　　⑦　式典専門委員会（１回）

日時（場所） 会議名 内容

平成２６年１２月４日
（県庁会議室）

第２回
式典専門委員会

・ 式典基本構想（案）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

　　⑧　警備・消防専門委員会（１回）

日時（場所） 会議名 内容

平成２６年１１月２７日
（県庁会議室）

第１回
警備・消防専門委員会

・ 警備・消防防災基本方針（案）

３　先催県等各種調査

（１）　先催県調査

　　　和歌山県（第７０回国民体育大会開催予定）（平成２６年９月３０日～１０月１日）

　　　岩手県（第７１回国民体育大会開催予定）（平成２７年２月５日～６日）

（２）　国民体育大会視察（平成２６年１０月１１日～１０月１３日）

　　　第６９回国民体育大会（長崎がんばらんば国体）において，事務局員が開・閉会式

会場及び競技会場の施設等を視察。

（３）　県内施設調査

　　　国体開催時の競技会場の候補となる県内の施設等について，事務局員が調査を実施。

４　国体関係各種会議等への出席

（１）　国民体育大会委員会

　　　公益財団法人日本体育協会開催の国民体育大会委員会へ開催予定県として出席。

　　①　日本体育協会（東京都：平成２６年５月１５日）

　　②　日本体育協会（東京都：平成２６年６月１２日）

　　③　日本体育協会（東京都：平成２６年８月２８日）

　　④　日本体育協会（東京都：平成２６年１２月１１日）

　　⑤　日本体育協会（東京都：平成２７年３月１２日）

（２）　国体開催県検討会議

　　　国体の開催決定，内定及び内々定を受けている開催予定都県による情報交換会議に

出席し情報収集。

　　①　福井県（平成２６年７月１０日～１１日）

　　②　茨城県（平成２７年１月２９日～３０日）

（３）　国体開催地連絡協議会

　　　当該年の開催県が国体開催後に実施する報告会に出席し情報収集。

　　　　長崎県（平成２６年１１月２５日～２７日）
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第４回総会　第２号議案

平成２６年度収支決算（案）

　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会会則第１１条第４項第４号の規定により，平成

２６年度事業報告を提案する。

１　収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　目 当初予算額
補正後予算額

(a)

決算額

(b)

差　額

(a)-(b)
備　　考

負担金 21,087,000 21,087,000 21,087,000 0 茨城県負担金

繰越金 3,741,277 3,741,277 3,741,277 0

計 24,828,277 24,828,277 24,828,277 0

２　支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　目 当初予算額
補正後予算額

(a)

決算額

(b)

差　額

(a)-(b)
備　　考

事 業 費 20,228,000 20,228,000 14,337,085 5,890,915

総会，常任委員

会，専門委員会

開催経費　等

事務局費 4,600,277 4,600,277 4,064,026 536,251
事務局運営費　

等

計 24,828,277 24,828,277 18,401,111 6,427,166
平成27年度へ

繰越

　　　　　　　（収入合計）　　　　（支出合計）　　　　 （差引）

　　　　　　　24,828,277円　－　18,401,111円　＝　6,427,166円
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　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会会則第１１条第４項第３号の規定により，平成

２７年度事業計画を提案する。

　第７４回国民体育大会の開催準備を推進するため，次の事業を行う。

１　開催準備の主要業務

（１）　各種基本計画等の策定に関すること

（２）　会場地市町村の選定に関すること

（３）　審判員等の養成に関すること

（４）　広報・県民運動の推進に関すること

（５）　中央競技団体会場地市町村正規視察対応に関すること

（６）　上記以外の開催準備に関すること

２　会議の開催

（１）　総会

（２）　常任委員会

（３）　募金・企業協賛推進委員会

（４）　専門委員会

　　①　総務企画専門委員会（平成２７年５月２７日　第６回委員会開催）

　　②　施設整備専門委員会

　　③　競技運営専門委員会

　　④　広報・県民運動専門委員会

　　⑤　宿泊・衛生専門委員会

　　⑥　輸送・交通専門委員会

　　⑦　式典専門委員会（平成２７年５月２８日　第３回委員会開催）

　　⑧　警備・消防専門委員会

（５）　市町村連絡会議

（６）　競技団体連絡会議

３　各種調査の実施

　　国体の視察や他県開催準備状況調査，県内スポーツ施設の実態調査等

４　関係機関・団体との調整

　　国体開催県検討会議や国体開催地連絡協議会等への出席等

第４回総会　第３号議案

平成２７年度事業計画（案）
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第４回総会　第４号議案

平成２７年度収支予算（案）

　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会会則第１１条第４項第３号の規定により，平成

２７年度収支予算を提案する。

１　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

科　　目 本年度予算額 付　　記

負 担 金 ４０，７７１ 茨城県負担金

繰 越 金 ６，４２７

合　　 計 　　４７，１９８

２　支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

科　　目 本年度予算額 付　　記

事 業 費 ４１，２２２

輸送・交通計画作成，

競技役員等養成補助，

イメージソング制作，

総会・常任委員会開催経費　等

事 務 局 費 　５，９７６ 事務局運営費　等

合　　 計 　４７，１９８
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第４回総会　第５号議案

第７４回国民体育大会茨城県準備委員会会則の一部改正について（案）

　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会会則（平成２４年５月２８日設立総会決定）の

一部を次のように改正することを提案する。

　第１０条第３号を第４号とし，第２号の次に次の１号を加える。

（３）募金・企業協賛推進委員会

　第１２条の次に次の１条を加える。

　（募金・企業協賛推進委員会）

第１２条の２　募金・企業協賛推進委員会は，会長が委嘱した委員をもって構成する。

２　募金・企業協賛推進委員会に委員長及び副委員長を置き，会長が委嘱する。

３　募金・企業協賛推進委員会は，委員長が招集し，委員長が議長となる。

４　副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるときは，副委員長がその職務を代

理する。

５　募金・企業協賛推進委員会は，総会からの委任により，募金・企業協賛の推進に関す

る事項について審議し，その結果を必要に応じて次の総会に報告する。

６　第８条及び第９条第６項の規定は，委員の任期等及び報酬について準用する。

７　第１１第５項及び第６項の規定は，募金・企業協賛推進委員会について準用する。

　　附　則

  この会則は，平成２７年７月１４日から施行する。

　平成２７年７月１４日提出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　橋　本　　昌
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第７４回国民体育大会茨城県準備委員会会則新旧対照表

現　行 改　正　案

第１条～第７条（略）

（任期等）

第８条　委員及び役員（以下「委員等」と

いう。）の任期は，委嘱されたときから

準備委員会の目的が達成され解散するま

でとする。ただし，委員等が就任時にお

けるそれぞれの所属機関又は，団体等の

役職を離れた場合は，その委員等は，辞

任したものとみなし，その後任者が前任

者の残任期間を務めるものとする。

２　会長は，委員等に特別な事情が生じた

ときは，その職を解き，必要に応じて補

充することができる。

３　会長は，前２項の規定により委員等の

変更があった場合は，次の総会において

報告する。

　第１条～第７条（略）

（任期等）

第８条　委員及び役員（以下「委員等」と

いう。）の任期は，委嘱されたときから

準備委員会の目的が達成され解散するま

でとする。ただし，委員等が就任時にお

けるそれぞれの所属機関又は，団体等の

役職を離れた場合は，その委員等は，辞

任したものとみなし，その後任者が前任

者の残任期間を務めるものとする。

２　会長は，委員等に特別な事情が生じた

ときは，その職を解き，必要に応じて補

充することができる。

３　会長は，前２項の規定により委員等の

変更があった場合は，次の総会において

報告する。

（顧問及び参与）

第９条　準備委員会に，顧問及び参与を置

くことができる。

２　顧問及び参与は，会長が委嘱する。

３　顧問は，会務の重要な事項について，

会長の諮問に応じ助言を行う。

４　参与は，会長が必要と認める事項につ

いて，会長の諮問に応じ助言を行う。

５　前条の規定は，顧問及び参与の任期等

について準用する。

６　役員，委員，顧問及び参与は，無報酬

とする。

　第３章　会議

（会議の種類）

第10条　準備委員会に，次の会議を置く。

　（１）総会

　（２）常任委員会

　（３）専門委員会

（顧問及び参与）

第９条　準備委員会に，顧問及び参与を置

くことができる。

２　顧問及び参与は，会長が委嘱する。

３　顧問は，会務の重要な事項について，

会長の諮問に応じ助言を行う。

４　参与は，会長が必要と認める事項につ

いて，会長の諮問に応じ助言を行う。

５　前条の規定は，顧問及び参与の任期等

について準用する。

６　役員，委員，顧問及び参与は，無報酬

とする。

　第３章　会議

（会議の種類）

第10条　準備委員会に，次の会議を置く。

　（１）総会

　（２）常任委員会

　（３）募金・企業協賛推進委員会　

　（４）専門委員会
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現　行 改　正　案

（総会）
第11条　総会は，会長及び委員をもって構
成する。

２　総会は，必要に応じて会長が招集する。
３　総会の議長は，会長又は，会長が指名
した者がこれにあたる。

４　総会は，次に掲げる事項について審議
し，決定する。

　（１）　大会の開催に必要な方針に関する
こと

　（２）　会則の制定及び改廃に関すること
　（３）　事業計画及び事業報告に関するこ

と
　（４）　予算及び決算に関すること
　（５）　常任委員会に委任する事項に関す

ること
　（６）　その他重要な事項に関すること
５　総会は，委員の過半数の出席がなけれ
ば開会し，議決することはできない。た
だし，総会に出席できない委員は，あら
かじめ通知された事項について，代理人
に権限を委任し，又は，書面で議決に加
わることができる。

６　会議の議事は，出席委員（代理人に権
限を委任し，又は，書面で議決に加わっ
た者を含む。）の過半数で決し，可否同
数のときは，議長の決するところによる。

７　会長は，必要に応じて顧問及び参与に
総会への出席を求めることができる。

（総会）
第11条　総会は，会長及び委員をもって構
成する。

２　総会は，必要に応じて会長が招集する。
３　総会の議長は，会長又は，会長が指名
した者がこれにあたる。

４　総会は，次に掲げる事項について審議
し，決定する。

　（１）　大会の開催に必要な方針に関する
こと

　（２）　会則の制定及び改廃に関すること
　（３）　事業計画及び事業報告に関するこ

と
　（４）　予算及び決算に関すること
　（５）　常任委員会に委任する事項に関す

ること
　（６）　その他重要な事項に関すること
５　総会は，委員の過半数の出席がなけれ
ば開会し，議決することはできない。た
だし，総会に出席できない委員は，あら
かじめ通知された事項について，代理人
に権限を委任し，又は，書面で議決に加
わることができる。

６　会議の議事は，出席委員（代理人に権
限を委任し，又は，書面で議決に加わっ
た者を含む。）の過半数で決し，可否同
数のときは，議長の決するところによる。

７　会長は，必要に応じて顧問及び参与に
総会への出席を求めることができる。

第12条（略）

第13条～第20条（略）

第12条（略）
（募金・企業協賛推進委員会）
第12条の２　募金・企業協賛推進委員会は，
会長が委嘱した委員をもって構成する。

２　募金・企業協賛推進委員会に委員長及
び副委員長を置き，会長が委嘱する。

３　募金・企業協賛推進委員会は，委員長
が招集し，委員長が議長となる。

４　副委員長は，委員長を補佐し，委員長
に事故があるときは，副委員長がその職
務を代理する。

５　募金・企業協賛推進委員会は，総会か
らの委任により，募金・企業協賛の推進
に関する事項について審議し，その結果
を必要に応じて次の総会に報告する。

６　第８条及び第９条第６項の規定は，委
員の任期等及び報酬について準用する。

７　第11第５項及び第６項の規定は，募金・
企業協賛推進委員会について準用する。

第13条～第20条（略）　
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参　考　資　料
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第７４回国民体育大会茨城県準備委員会会則の一部改正について（案）

第５号議案関係参考資料
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第６回常任委員会及び第７回常任委員会における審議決定事項等

（１）　総務企画関係

　①　各種計画等の策定等

　　・第７４回国民体育大会文化プログラム実施基本方針 ・・・Ｐ２９

　　・第７４回国民体育大会会期 ・・・Ｐ３０

　②　会場地市町村の選定

　　・第７４回国民体育大会会場地市町村第四次選定，第五次選定 ・・・Ｐ３２

（２）　施設整備関係

　①　各種計画等の策定等

　　・第７４回国民体育大会競技施設基準の改定 ・・・Ｐ３８

　　・第７４回国民体育大会競技施設整備計画【第二次】 ・・・Ｐ４０

（３）　競技運営関係

　①　各種基本方針等の策定

　　・第７４回国民体育大会競技別リハーサル大会開催基準要項 ・・・Ｐ４６

　　・第７４回国民体育大会記録業務基本方針 ・・・Ｐ４７

　②　会場地市町村の選定

　　・第７４回国民体育大会デモンストレーションスポーツ実施競技及び

　　　会場地市町村第三次選定 ・・・Ｐ４８

（４）　広報・県民運動関係

　①　愛称・スローガン

　　・第７４回国民体育大会愛称・スローガン規定書体の決定 ・・・Ｐ４９

　②　マスコットキャラクター

　　・第７４回国民体育大会マスコットキャラクター愛称の決定 ・・・Ｐ５０

　④　県民運動

　　・第７４回国民体育大会花いっぱい運動推奨花の決定 ・・・Ｐ５１

（５）　宿泊・衛生関係

　①　各種基本計画の策定

　　・第７４回国民体育大会宿泊基本計画 ・・・Ｐ５２

　　・第７４回国民体育大会医事・衛生基本計画 ・・・Ｐ５４

（６）　輸送・交通関係

　①　各種基本計画の策定

　　・第７４回国民体育大会　輸送・交通基本計画 ・・・Ｐ５６

（７）　式典関係

　①　式典基本構想

　　・第７４回国民体育大会式典基本構想 （別途配布）

（８）　警備・消防関係

　①　各種基本計画の策定

　　・第７４回国民体育大会　警備・消防防災基本方針 ・・・Ｐ６０
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第７４回国民体育大会　文化プログラム実施基本方針

１　目的

　　県内の文化事業を第７４回国民体育大会の「文化プログラム」として紹介・宣伝し，

多くの県民に参加していただくことにより，開催機運の醸成を図る。

　　あわせて，肥沃で水と緑豊かな自然や，その中で育まれてきた歴史・文化などの本県

の魅力を全国に向けて発信する。

２　内容

　　文化プログラムの内容は，次のいずれかに該当し，第７４回国民体育大会茨城県準備

（実行）委員会が認めたものとする。

　　（１）　スポーツに関連する文化・芸術事業

　　（２）　茨城県の文化・芸術等を発信する事業

　　（３）　その他文化プログラムの目的に沿うと認められる事業

３　実施者

　　文化プログラムの事業を実施できるものは，次のとおりとする。

　　（１）　公益財団法人日本体育協会，文部科学省，茨城県及び特定非営利活動法人日本

スポーツ芸術協会

　　（２）　茨城県内の市町村

　　（３）　文化プログラムの開催目的に賛同する団体，機関等（宗教団体，政治団体は除く）

４　期間

　　文化プログラムの実施期間は，原則として，平成３１年１月１日から平成３１年１２

月３１日までとする。

５　開催地

　　文化プログラムは原則として茨城県内で実施する。

６　経費負担

　　文化プログラムの実施にかかる経費は，各事業を実施するものが負担する。

平成２７年７月１４日

第７回常任委員会決定
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第７４回国民体育大会会期

　第７４回国民体育大会の会期（案）について，次の３案を日本体育協会へ提出する。 

〇　会期（案）

    第１案  平成３１年　９月２８日(土)～１０月　８日(火)    

  　第２案  平成３１年１０月　５日(土)～１０月１５日(火)      

  　第３案  平成３１年　９月２１日(土)～１０月　１日(火) 

                             　　　　　           （希望順位は第１案～第３案の順）

　

平成２７年７月１４日

第７回常任委員会決定
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（参考）

第７４回国民体育大会会期

１　会期の規定　〔日本体育協会「国民体育大会開催基準要項」抜粋〕　

　　○本大会の開催時期及び期間並びに会期

　　　・開催時期　９月中旬～１０月中旬

　　　・開催期間　１１日間以内

　　　・大会の会期は開催３年前に日体協が開催県と協議して決定する。

２　会期（案）の選定

　・正式・特別競技を行う３２市町村及び３８競技団体に対し，会期について調査（複数

回答）した結果に基づき，希望した団体数が多い順位により会期（案）とした。

　

３　今後のスケジュール

　　時　　　期 　　　　　 内　　　　　　　　容

開　催

４年前

平成27年７月中旬  県準備委員会常任委員会で承認後，日体協へ提出

平成27年10月～

平成28年４月

 日体協と宮内庁が協議・調整

 （３案から１案への絞り込み）

開　催

３年前

平成28年５月～６月  日体協が調整結果を県に提示

平成28年７月頃
 国体委員会(日体協)で開催及び会期の承認・決定　

　　　　　⇒ 　　県へ開催（会期）の決定通知

平成28年７月  県準備委員会常任委員会で会期を報告

４　先催県の例

回 年 開催県 会　　　　 期 備　　考

第63回 平成20年 大 分 県  9月27日(土) ～ 10月 7日(火)

第64回 平成21年 新 潟 県  9月26日(土) ～ 10月 6日(火)

第65回 平成22年 千 葉 県  9月25日(土) ～ 10月 5日(火)

第66回 平成23年 山 口 県 10月 1日(土) ～ 10月11日(火)

第67回 平成24年 岐 阜 県  9月29日(土) ～ 10月 9日(火)

第68回 平成25年 東 京 都  9月28日(土) ～ 10月 8日(火)

第69回 平成26年 長 崎 県 10月12日(日) ～ 10月22日(水)
長崎くんち祭り(10/7

～ 10/9)開催のため

第70回 平成27年 和歌山県  9月26日(土) ～ 10月 6日(火)

第71回 平成28年 岩 手 県 10月 1日(土) ～ 10月11日(火)

第72回 平成29年 愛 媛 県  9月30日(土) ～ 10月10日(火)

　※　先催県では，総合開会式(初日)を土曜日に開催することにより，多くの観覧者が集

客できるとともに，競技会( ２日目から開催)が日曜日開始となり，各競技会場へ多

くの観戦者の来場が期待できることから，土曜日(総合開会式)で始まり，火曜日(総

合閉会式)で終わる１１日間の開催が慣例となっている。
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第７４回国民体育大会　会場地市町村第四次選定

【市町村別】

※太字は第四次選定競技
市町村名 開催競技名 種別 実施予定競技施設 競技数

1 水戸市

バスケットボール 成女・少女 青柳公園市民体育館，水戸市総合運動公園体育館

8

レスリング 全 種 別 水戸市新体育館（仮称）

軟式野球 成 年 男 子 水戸市民球場

フェンシング 全 種 別 水戸市新体育館（仮称）

弓道 全 種 別 県武道館弓道場

ラグビーフットボール 全 種 別 水戸市立サッカー・ラグビー場，ケーズデンキスタジアム水戸

高校野球(硬式) ※特別競技 水戸市民球場

ドッジボール ※デモスポ 青柳公園市民体育館，水戸市総合運動公園体育館

2 日立市

バスケットボール 成男・少男 日立市池の川さくらアリーナ

4
卓球 全 種 別 日立市池の川さくらアリーナ

軟式野球 成 年 男 子 日立市民運動公園球場

パンポン ※デモスポ 日立市池の川さくらアリーナ

3 土浦市

水泳（水球） 少 年 男 子 県立土浦第二高等学校プール

4
軟式野球 成 年 男 子 川口運動公園野球場

相撲 全 種 別 霞ヶ浦文化体育会館

高校野球(軟式) ※特別競技 川口運動公園野球場

4 古河市
綱引 ※公開競技 全 種 別 古河市中央運動公園総合体育館

2
少林寺拳法 ※デモスポ 古河市中央運動公園総合体育館

5 石岡市
バドミントン 全 種 別 石岡運動公園体育館

2
スポーツ吹矢 ※デモスポ 石岡運動公園体育館

6 結城市
バレーボール 少 年 女 子 かなくぼ総合体育館

2
パークゴルフ ※デモスポ 紬の里結城パークゴルフ場

7 龍ケ崎市 柔道 全 種 別 龍ケ崎市総合体育館たつのこアリーナ 1

8 下妻市 ソフトボール 少男・少女 砂沼広域公園野球場，柳原球場，千代川運動公園野球場，千代川中学校グラウンド 1

9 常総市 ハンドボール 少男・少女 水海道総合体育館，県立水海道第二高等学校体育館 1

10 常陸太田市 ソフトボール 成男・成女 山吹運動公園運動広場，白羽スポーツ広場多目的スポーツ広場 1

11 高萩市
軟式野球 成 年 男 子 高萩市民球場

2
ウエイトリフティング 全 種 別 高萩市文化会館

12 北茨城市 ソフトテニス 全 種 別 磯原地区公園テニスコート（仮称） 1

13 笠間市

軟式野球 成 年 男 子 笠間市民球場

4
クレー射撃 全 種 別 県狩猟者研修センター

ゴルフ 少男・女子 宍戸ヒルズカントリークラブ

合気道 ※デモスポ 笠間市民体育館

14 取手市

自転車(トラック) 全 種 別 取手競輪場

5

ボウリング 全 種 別 フジ取手ボウル

武術太極拳 ※公開競技 全 種 別 取手グリーンスポーツセンター

ダンススポーツ ※デモスポ 取手グリーンスポーツセンター

エアロビック ※デモスポ 取手グリーンスポーツセンター

15 牛久市
軟式野球 成 年 男 子 牛久運動公園野球場

2
空手道 全 種 別 牛久運動公園体育館

16 つくば市

体操（競技，新体操） 全 種 別 つくば市総合運動公園体育館（仮称）

5

自転車（ロード） 全 種 別 つくば市特設ロードレースコース

アーチェリー 全 種 別 茎崎運動公園陸上競技場

パワーリフティング ※公開競技 全 種 別 つくばカピオ

ダンス＆パフォーマンス ※デモスポ ノバホール

平成２７年２月１６日

第６回常任委員会決定



－ 33 －

市町村名 開催競技名 種別 実施予定競技施設 競技数

17 ひたちなか市

陸上競技 全 種 別 笠松運動公園陸上競技場

4
水泳（競泳･飛込･シンクロナイズドスイミング） 全 種 別 笠松運動公園屋内水泳プール

サッカー 女 子 ひたちなか市総合運動公園陸上競技場及びスポーツ広場

バレーボール 成男・成女・少男 ひたちなか市総合運動公園総合体育館，松戸体育館，県立勝田工業高等学校体育館

18 鹿嶋市 サッカー 成男・少男 県立カシマサッカースタジアム　ほか 1

19 潮来市
ボート 全 種 別 潮来市立ボートセンター

2
トライアスロン 全 種 別 常陸利根川特設会場

20 守谷市 ハンドボール 成 年 女 子 常総運動公園体育館 1

21 常陸大宮市 なぎなた 全 種 別 西部総合公園体育館 1

22 那珂市
馬術 全 種 別 県立水戸農業高等学校特設馬術競技場

2
３Ｂ体操 ※デモスポ 那珂総合公園アリーナ

23 筑西市 剣道 全 種 別 下館総合体育館 1

24 坂東市 ハンドボール 成 年 男 子 坂東市総合体育館，県立岩井高等学校体育館 1

25 稲敷市 トランポリン ※デモスポ 江戸崎総合運動公園体育館 1

26 かすみがうら市 グラウンド･ゴルフ ※デモスポ あじさい館コミュニティ広場，多目的運動広場多目的グラウンド 1

27 桜川市 ライフル射撃（CP以外) 全 種 別 県営ライフル射撃場，桜川市立岩瀬体育館ラスカ 1

28 神栖市

テニス 全 種 別 神栖海浜庭球場

3カヌー (スプリント) 全 種 別 神之池特設会場

グラウンド･ゴルフ ※公開競技 全 種 別 神栖中央公園

29 行方市 ゲートボール　　 ※公開競技 全 種 別 行方市北浦運動場北浦第1グラウンド 1

30 鉾田市 山岳 全 種 別 鉾田総合公園体育館及びグラウンド 1

31 つくばみらい市
ターゲットバードゴルフ ※デモスポ つくばみらい市総合運動公園多目的広場

2
バウンドテニス ※デモスポ つくばみらい市総合運動公園体育館

32 小美玉市 少年少女サッカー ※デモスポ 玉里運動公園　ほか 1

33 茨城町 ライフル射撃（CP) 成 年 男 子 県警察学校射撃場 1

34 大洗町
ゴルフ 成 年 男 子 大洗ゴルフ倶楽部

2
レク・クロッケー ※デモスポ 大洗町総合運動公園

35 城里町
ボクシング 全 種 別 県立水戸桜ノ牧高等学校常北校体育館

2
ユニカール ※デモスポ 城里町常北公民館体育室

36 東海村 ホッケー 全 種 別 県立東海高等学校ホッケー場，阿漕ヶ浦公園 1

37 大子町 カヌー（スラローム・ワイルドウォーター) 全 種 別 久慈川特設会場 1

38 美浦村 ディスクゴルフ ※デモスポ 光と風の丘公園 1

39 阿見町 セーリング 全 種 別 霞ヶ浦湖畔特設会場 1

40 河内町 ソフトバレーボール ※デモスポ 河内町農業者トレーニングセンター 1

41 八千代町 ビーチボールバレー ※デモスポ 八千代町総合体育館 1

42 五霞町 ウオーキング ※デモスポ 利根川・江戸川河川敷コース 1

43 境町 少年軟式野球 ※デモスポ さしま環境管理事務組合野球場 1

44 利根町 ウオーキング ※デモスポ とねヘルスロードコース 1
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（参考）　会場地市町村第４次選定競技別一覧
※太字は第四次選定競技

競技名 種別 開催市町村 実施予定競技施設

○正式競技

1 陸上競技 全 種 別 ひたちなか市 笠松運動公園陸上競技場

2 水泳

競泳 全 種 別

ひたちなか市 笠松運動公園屋内水泳プール飛込 全 種 別

シンクロナイズドスイミング 少 年 女 子

水球 少 年 男 子 土 浦 市 県立土浦第二高等学校プール

3 サッカー
成男・少男 鹿 嶋 市 県立カシマサッカースタジアム　ほか

女 子 ひたちなか市 ひたちなか市総合運動公園陸上競技場及びスポーツ広場

4 テニス 全 種 別 神 栖 市 神栖海浜庭球場

5 ボート 全 種 別 潮 来 市 潮来市立ボートセンター

6 ホッケー 全 種 別 東 海 村 県立東海高等学校ホッケー場，阿漕ヶ浦公園

7 ボクシング 全 種 別 城 里 町 県立水戸桜ノ牧高等学校常北校体育館

8 バレーボール
成男･成女･少男 ひたちなか市 ひたちなか市総合運動公園総合体育館，松戸体育館，県立勝田工業高等学校体育館

少 年 女 子 結 城 市 かなくぼ総合体育館

9 体操
競技 全 種 別

つ く ば 市 つくば市総合運動公園体育館（仮称）
新体操 少 年 女 子

10 バスケットボール
成男・少男 日 立 市 日立市池の川さくらアリーナ

成女・少女 水 戸 市 青柳公園市民体育館，水戸市総合運動公園体育館

11 レスリング 全 種 別 水 戸 市 水戸市新体育館(仮称)

12 セーリング 全 種 別 阿 見 町 霞ヶ浦湖畔特設会場

13 ウエイトリフティング 全 種 別 高 萩 市 高萩市文化会館

14 ハンドボール

成 年 男 子 坂 東 市 坂東市総合体育館，県立岩井高等学校体育館

少男・少女 常 総 市 水海道総合体育館，県立水海道第二高等学校体育館

成 年 女 子 守 谷 市 常総運動公園体育館

15 自転車
トラック 全 種 別 取 手 市 取手競輪場

ロード 全 種 別 つ く ば 市 つくば市特設ロードレースコース

16 ソフトテニス 全 種 別 北 茨 城 市 磯原地区公園テニスコート（仮称）

17 卓球 全 種 別 日 立 市 日立市池の川さくらアリーナ

18 軟式野球 成 年 男 子

水 戸 市 水戸市民球場

土 浦 市 川口運動公園野球場

日 立 市 日立市民運動公園野球場

笠 間 市 笠間市民球場

牛 久 市 牛久運動公園野球場

高 萩 市 高萩市民球場

19 相撲 全 種 別 土 浦 市 霞ヶ浦文化体育会館

20 馬術 全 種 別 那 珂 市 県立水戸農業高等学校特設馬術競技場

21 フェンシング 全 種 別 水 戸 市 水戸市新体育館（仮称）

22 柔道 全 種 別 龍 ケ 崎 市 龍ケ崎市総合体育館たつのこアリーナ

23 ソフトボール
成男・成女 常陸太田市 山吹運動公園運動広場，白羽スポーツ広場多目的スポーツ広場

少男・少女 下 妻 市 砂沼広域公園野球場，柳原球場，千代川運動公園野球場，千代川中学校グラウンド

24 バドミントン 全 種 別 石 岡 市 石岡運動公園体育館

25 弓道 全 種 別 水 戸 市 県武道館弓道場

26 ライフル射撃
CP 成 年 男 子 茨 城 町 県警察学校射撃場

CP以外 全 種 別 桜 川 市 県営ライフル射撃場，桜川市立岩瀬体育館ラスカ

27 剣道 全 種 別 筑 西 市 下館総合体育館

28 ラグビーフットボール 全 種 別 水 戸 市 水戸市立サッカー・ラグビー場，ケーズデンキスタジアム水戸

29 山岳 全 種 別 鉾 田 市 鉾田総合公園体育館及びグラウンド
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競技名 種別 開催市町村 実施予定競技施設

30 カヌー
スプリント 全 種 別 神 栖 市 神之池特設会場

スラローム・ワイルドウォーター 全 種 別 大 子 町 久慈川特設会場

31 アーチェリー 全 種 別 つ く ば 市 茎崎運動公園陸上競技場

32 空手道 全 種 別 牛 久 市 牛久運動公園体育館

33 クレー射撃 全 種 別 笠 間 市 県狩猟者研修センター

34 なぎなた 全 種 別 常陸大宮市 西部総合公園体育館

35 ボウリング 全 種 別 取 手 市 フジ取手ボウル

36 ゴルフ
成 年 男 子 大 洗 町 大洗ゴルフ倶楽部

少男・女子 笠 間 市 宍戸ヒルズカントリークラブ

37 トライアスロン 全 種 別 潮 来 市 常陸利根川特設会場

○公開競技

1 綱引 全 種 別 古 河 市 古河市中央運動公園総合体育館

2 武術太極拳 全 種 別 取 手 市 取手グリーンスポーツセンター

3 パワーリフティング 全 種 別 つ く ば 市 つくばカピオ

4 ゲートボール 全 種 別 行 方 市 行方市北浦運動場北浦第1グラウンド

5 グラウンド・ゴルフ 全 種 別 神 栖 市 神栖中央公園

○特別競技

1 高等学校野球
硬式 - 水 戸 市 水戸市民球場

軟式 - 土 浦 市 川口運動公園野球場

○デモンストレーションスポーツ

1 合気道 笠 間 市 笠間市民体育館

2 ウオーキング
五 霞 町 利根川・江戸川河川敷コース

利 根 町 とねヘルスロードコース

3 エアロビック 取 手 市 取手グリーンスポーツセンター

4 グラウンド・ゴルフ かすみがうら市 あじさい館コミュニティ広場，多目的運動広場多目的グラウンド

5 ３Ｂ体操 那 珂 市 那珂総合公園アリーナ

6 少年少女サッカー 小 美 玉 市 玉里運動公園　ほか

7 少年軟式野球 境 町 さしま環境管理事務組合野球場

8 少林寺拳法 古 河 市 古河市中央運動公園総合体育館

9 スポーツ吹矢 石 岡 市 石岡運動公園体育館

10 ソフトバレーボール 河 内 町 河内町農業者トレーニングセンター

11 ターゲットバードゴルフ つくばみらい市 つくばみらい市総合運動公園多目的広場

12 ダンススポーツ 取 手 市 取手グリーンスポーツセンター

13 ダンス＆パフォーマンス つ く ば 市 ノバホール

14 ディスクゴルフ 美 浦 村 光と風の丘公園

15 トランポリン 稲 敷 市 江戸崎総合運動公園体育館

16 ドッジボール 水 戸 市 青柳公園市民体育館，水戸市総合運動公園体育館

17 バウンドテニス つくばみらい市 つくばみらい市総合運動公園体育館

18 パークゴルフ 結 城 市 紬の里結城パークゴルフ場

19 パンポン 日 立 市 日立市池の川さくらアリーナ

20 ビーチボールバレー 八 千 代 町 八千代町総合体育館

21 ユニカール 城 里 町 城里町常北公民館体育室

22 レク・クロッケー 大 洗 町 大洗町総合運動公園
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第７４回国民体育大会　会場地市町村第五次選定

※ ■ は導入対象競技　　　※太字は第五次選定競技

競技名 種別 開催市町村 実施予定競技施設

○正式競技

1 陸上競技 全 種 別 ひたちなか市 笠松運動公園陸上競技場

2 水泳  　

競泳 全 種 別

ひたちなか市 笠松運動公園屋内水泳プール飛込 全 種 別

シンクロナイズドスイミング 少 年 女 子

水球 少年男子・女子 土 浦 市 県立土浦第二高等学校プール

ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ 男子・女子 調 整 中 調　整　中

3 サッカー
成男・少男 鹿 嶋 市 県立カシマサッカースタジアム，卜伝の郷，高松緑地公園，新浜緑地公園，北海浜公園

女 子 ひたちなか市 ひたちなか市総合運動公園陸上競技場及びスポーツ広場

4 テニス 全 種 別 神 栖 市 神栖海浜庭球場

5 ボート 全 種 別 潮 来 市 潮来市立ボートセンター

6 ホッケー 全 種 別 東 海 村 県立東海高等学校ホッケー場，阿漕ヶ浦公園

7 ボクシング 全 種 別・成年女子 城 里 町 県立水戸桜ノ牧高等学校常北校体育館

8 バレーボール
6人制

成男・成女・少男 ひたちなか市 ひたちなか市総合運動公園総合体育館，松戸体育館，県立勝田工業高等学校体育館

少 年 女 子 結 城 市 かなくぼ総合体育館

ビーチバレー 男子・女子 大 洗 町 大洗サンビーチ特設会場（仮称）

9 体操

競技 全 種 別
つ く ば 市 つくば市総合運動公園体育館（仮称）

新体操 少 年 女 子

トランポリン 男子・女子 調 整 中 調　整　中

10 バスケットボール
成男・少男 日 立 市 日立市池の川さくらアリーナ

成女・少女 水 戸 市 青柳公園市民体育館，水戸市総合運動公園体育館

11 レスリング 全 種 別・女子 水 戸 市 水戸市新体育館(仮称)

12 セーリング 全 種 別 阿 見 町 霞ヶ浦湖畔特設会場

13 ウエイトリフティング 全 種 別・女子 高 萩 市 高萩市文化会館

14 ハンドボール

成 年 男 子 坂 東 市 坂東市総合体育館，県立岩井高等学校体育館

少男・少女 常 総 市 水海道総合体育館，県立水海道第二高等学校体育館

成 年 女 子 守 谷 市 常総運動公園体育館

15 自転車
トラック 全 種 別・女子 取 手 市 取手競輪場（調整中）

ロード 全 種 別・女子 つ く ば 市 つくば市特設ロードレースコース（調整中）

16 ソフトテニス 全 種 別 北 茨 城 市 磯原地区公園テニスコート（仮称）

17 卓球 全 種 別 日 立 市 日立市池の川さくらアリーナ

18 軟式野球 成 年 男 子

水 戸 市 水戸市民球場

土 浦 市 川口運動公園野球場

日 立 市 日立市民運動公園野球場

笠 間 市 笠間市民球場

牛 久 市 牛久運動公園野球場

高 萩 市 高萩市民球場

19 相撲 全 種 別 土 浦 市 霞ヶ浦文化体育会館

20 馬術 全 種 別 那 珂 市 県立水戸農業高等学校特設馬術競技場

21 フェンシング 全 種 別 水 戸 市 水戸市新体育館（仮称）

22 柔道 全 種 別 龍 ケ 崎 市 龍ケ崎市総合体育館たつのこアリーナ

23 ソフトボール
成男・成女 常陸太田市 山吹運動公園運動広場，白羽スポーツ広場多目的スポーツ広場

少男・少女 下 妻 市 砂沼広域公園野球場，柳原球場，千代川運動公園野球場，千代川中学校グラウンド

24 バドミントン 全 種 別 石 岡 市 石岡運動公園体育館

平成２７年７月１４日

第７回常任委員会決定
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競技名 種別 開催市町村 実施予定競技施設

25 弓道 全 種 別 水 戸 市 県武道館弓道場

26 ライフル射撃
CP 成 年 男 子 茨 城 町 県警察学校射撃場

CP以外 全 種 別 桜 川 市 県営ライフル射撃場，桜川市立岩瀬体育館ラスカ

27 剣道 全 種 別 筑 西 市 下館総合体育館

28 ラグビーフットボール  全種別・女子 水 戸 市 水戸市立サッカー・ラグビー場，ケーズデンキスタジアム水戸

29 山岳 全 種 別 鉾 田 市 鉾田総合公園体育館及びグラウンド

30 カヌー
スプリント 全 種 別 神 栖 市 神之池特設会場

スラローム・ワイルドウォーター 全 種 別 大 子 町 久慈川特設会場

31 アーチェリー 全 種 別 つ く ば 市 茎崎運動公園陸上競技場

32 空手道 全 種 別 牛 久 市 牛久運動公園体育館

33 クレー射撃 全 種 別 笠 間 市 県狩猟者研修センター

34 なぎなた 全 種 別 常陸大宮市 西部総合公園体育館

35 ボウリング 全 種 別 取 手 市 フジ取手ボウル

36 ゴルフ
成 年 男 子 大 洗 町 大洗ゴルフ倶楽部

少男・女子 笠 間 市 宍戸ヒルズカントリークラブ

37 トライアスロン 全 種 別 潮 来 市 常陸利根川特設会場

○公開競技

1 綱引 全 種 別 古 河 市 古河市中央運動公園総合体育館

2 武術太極拳 全 種 別 取 手 市 取手グリーンスポーツセンター

3 パワーリフティング 全 種 別 つ く ば 市 つくばカピオ

4 ゲートボール 全 種 別 行 方 市 行方市北浦運動場北浦第1グラウンド

5 グラウンド・ゴルフ 全 種 別 神 栖 市 神栖中央公園

○特別競技

1 高等学校野球
硬式 水 戸 市 水戸市民球場

軟式 土 浦 市 川口運動公園野球場

○デモンストレーションスポーツ

1 合気道 笠 間 市 笠間市民体育館

2 ウオーキング
五 霞 町 利根川・江戸川河川敷コース

利 根 町 とねヘルスロードコース

3 エアロビック 取 手 市 取手グリーンスポーツセンター

4 グラウンド・ゴルフ かすみがうら市 あじさい館コミュニティ広場，多目的運動広場多目的グラウンド

5 ３Ｂ体操 那 珂 市 那珂総合公園アリーナ

6 少年少女サッカー 小 美 玉 市 玉里運動公園　ほか

7 少年軟式野球 境 町 さしま環境管理事務組合野球場

8 少林寺拳法 古 河 市 古河市中央運動公園総合体育館

9 スポーツ吹矢 石 岡 市 石岡運動公園体育館

10 ソフトバレーボール 河 内 町 河内町農業者トレーニングセンター

11 ターゲットバードゴルフ つくばみらい市 つくばみらい市総合運動公園多目的広場

12 ダンススポーツ 取 手 市 取手グリーンスポーツセンター

13 ダンス＆パフォーマンス つ く ば 市 ノバホール

14 ディスクゴルフ 美 浦 村 光と風の丘公園

15 トランポリン 稲 敷 市 江戸崎総合運動公園体育館

16 ドッジボール 水 戸 市 青柳公園市民体育館，水戸市総合運動公園体育館

17 バウンドテニス つくばみらい市 つくばみらい市総合運動公園体育館

18 パークゴルフ 結 城 市 紬の里結城パークゴルフ場

19 パンポン 日 立 市 日立市池の川さくらアリーナ

20 ビーチボールバレー 八 千 代 町 八千代町総合体育館

21 ユニカール 城 里 町 城里町常北公民館体育室

22 レク・クロッケー 大 洗 町 大洗町総合運動公園
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第７４回国民体育大会競技施設基準の改定

競技名 該当欄 改定内容 備考

柔道 摘要

基準の主

な内容

試合場の床面からの高さの変更

（改定前）床面から５０ｃｍ

（改定後）床面に直接設置

改定理由：選手の負傷防止

国民体育大会開催基準

要項細則の改定による

※詳細は別紙新旧対照表のとおり

平成２７年２月１６日

第６回常任委員会決定
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第７４回国民体育大会競技施設整備計画【第二次】

１　趣旨

　　第７４回国民体育大会の競技施設整備を，計画的かつ円滑に推進するため，第７４回

国民体育大会競技施設整備基本方針及び同大会競技施設基準に基づき，会場地市町村等

との協議をもとに，全体的な整備計画を策定するものである。

　　なお，本整備計画は現時点における予定であり，今後の状況に応じて見直すものとす

る。

２　計画の対象となる施設整備

　　次の①又は②に係る施設整備をいう。ただし，施設本体の整備に係らない競技用具の

設置等は除く。　

　　①国体競技施設基準充足のために必要な施設整備

　　②中央競技団体正規視察における指摘事項及び要望事項への対応のために行う施設整

備

３　施設整備状況一覧（平成２７年２月現在）

整備区分

整備主体
新築 改築 改修 仮設 既設 計 備考

県 0 1 9 2 7 19

市町村

（一部事務組合を含む）
2 2 25 9 10 48

東町運動公園体育館は，

整備主体を市として計上

民間 0 0 0 0 3 3

計 2 3 34 11 20 70 38競技

４　用語等の説明

　（１）　作成時点において，競技施設名が確定していないものは「仮称」とした。

　（２）　整備区分は次のとおりとする。

　　　・「新築」は，新たに常設施設を整備するものをいう。

　　　・「改築」は，既存施設を建て替えるなど抜本的に整備するものをいう。

　　　・「改修」は，既存施設を改修するものをいう。

　　　・「仮設」は，国体開催にあわせて臨時に競技施設を整備することをいう。

　　　・「既設」は，既存施設をそのまま使用することをいう（通常の維持・修繕を含む）。

　（３）　「施設の概要」は，現状の数値を記載した。改修計画が具体化している場合には，

改修計画等の数値を記載した。

　（４）　「観客席数（固定席）」は，現状の数値を記載した。改修計画が具体化している場

合には，改修計画等の数値を記載した。「観客席数（仮設席）」は，国体開催時の予

定を記載した。

　（５）　整備年度は，設計等の期間を除き，工事期間のみを記載した。

平成２７年２月１６日

第６回常任委員会決定
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第７４回国民体育大会競技別リハーサル大会開催基準要項

１　趣　旨

　　この要項は，第７４回国民体育大会（以下「国体」という。）における各競技会の円

滑な運営を資するために，会場地市町村と関係競技団体が実施する競技別リハーサル大

会（以下「大会」という。）に関して基本的な事項を定める。

２　目　的

　　大会の目的は，次のとおりとする。

　（１）　会場地市町村及び関係競技団体の競技会運営能力の向上を図り，国体の円滑な開

催に資する。

　（２）　県民の国体及び競技に対する関心を高め，理解を深めるとともに，国体開催の機

運醸成を図る。

３　開催期間及び回数

　　大会は，会場地市町村と関係競技団体が協議の上，各会場地において平成３０年度か

ら国体開催時までの間に，原則として１競技につき１回実施できるものとする。

４　大会の開催

　　大会は，会場地市町村及び関係競技団体が協力して開催するものとし，分散開催の競

技については，複数の会場地市町村により共同で実施することができるものとする。

５　大会の規模

　　大会は，原則として参加者数及び競技役員数が国体の規模を上回らないものとする。

　　なお，これによらない場合（中央競技団体がリハーサル大会として位置づけている全

国規模の大会がある場合など）は，茨城県準備（実行）委員会（以下「県委員会」とい

う。）と別途協議するものとする。

６　大会の運営

　（１）　大会は，国体における各競技会に準じて運営する。

　（２）　大会に使用する施設は，原則として国体で使用する施設とする。

　（３）　大会は，会場地市町村及び関係競技団体の実情に応じたものとし，双方が協力し

て創意工夫することにより，簡素で効率的な運営に努める。

７　大会の経費

　（１）　大会の経費は，会場地市町村及び関係競技団体が負担するものとする。

　（２）　大会は，華美，過大にならないよう留意し，その経費については，目的が達成で

きる必要最小限にとどめるものとする。

８　開催の手続き

　　大会を開催する会場地市町村は，関係競技団体と協議の上，大会開催申請書を県委員

会に提出し，承認を求めるものとする。

　　なお，提出する申請書及び提出期間については，別に定める。

９　その他

　　この要項に定めるもののほか，必要な事項については，別に定める。

平成２７年２月１６日

第６回常任委員会報告
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第７４回国民体育大会　記録業務基本方針

　第７４回国民体育大会における競技記録等の収集，速報及び総合成績の算出に係る業務

（以下「記録業務」という。）は，「国民体育大会開催基準要項」，「同細則」及び「国民体

育大会記録情報処理要項」に定めるもののほか，この基本方針により実施する。

１　記録業務の推進

　　茨城県準備（実行）委員会（以下「県委員会」という。），会場地市町村準備（実行）

委員会（以下「会場地委員会」という。）及び関係競技団体は，記録業務を分担し，相

互に連携を図りながら，正確かつ迅速に記録業務を推進する。

２　記録本部の設置

　　県委員会及び会場地委員会は，記録業務を円滑に推進するため，それぞれ記録本部を

設置する。

３　記録システムの使用

　　県委員会は，記録業務を効率的に実施するため，競技記録等の情報を正確かつ迅速に

処理することのできる記録システムを使用する。

４　その他

　　この方針に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。

平成２７年２月１６日

第６回常任委員会決定
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第７４回国民体育大会

デモンストレーションスポーツ実施競技及び会場地市町村第三次選定

競技名 主管団体 会場地市町村 使用予定施設

1 ウ オ ー キ ン グ 茨城県ウオーキング協会 五 霞 町 利根川・江戸川河川敷コース

2 グラウンド・ゴルフ 茨城県グラウンド・ゴルフ協会 かすみがうら市
あじさい館コミュニティ広場

多目的運動広場多目的グラウンド

3 少 年 軟 式 野 球 茨 城 県 軟 式 野 球 連 盟 境　　　 町 さしま環境管理事務組合野球場

4 ソフトバレーボール 河 内 町 体 育 協 会 河　 内　 町 河内町農業者トレーニングセンター

5 ディスクゴルフ 茨城県ディスクゴルフ協会 美　 浦　 村 光と風の丘公園

6 パ ン ポ ン 日立市パンポン普及推進協議会 日 立 市 日立市池の川さくらアリーナ

【参考】

競技の概要

1 ウ オ ー キ ン グ

　参加者の体力に応じて５～１０ｋｍ程度の距離を歩く。歩くこと
を通して，健康づくりやグループでのコミュニケーションを図るこ
とを目的としており，安全に誰でも参加でき，肥満の予防やストレ
スの解消につながる。有酸素運動の代表とも言われている。

2 グラウンド・ゴルフ

　専用のクラブ，ボール，ホールポスト，スタートマットを使用して，
ゴルフのようにボールをクラブで打ち，ホールポストにホールイン
するまでの打数を数え，勝敗を競う。
　場所によって距離やホールポストの数を自由に設定でき，ルール
も簡単なため，どこでも，だれでも手軽に楽しむことができる。

3 少 年 軟 式 野 球

　小学生男女を対象とした軟式野球で，正式競技より小さい少年野
球用のグラウンドで行う。正式競技は，９回までイニングを行うが，
少年野球は通常７回までで行うことが多い。ボールは，発達段階に
合わせて学童用のC号球を使用する。

4 ソフトバレーボール

　ソフトバレーボールは，ネットごしにゴム製の柔らかいボールを
打ち合い，決められた点（1セット15点）を早く得点することを競う。
1986年に日本バレーボール協会がソフトバレーボールの全国的な展
開を決定し，生涯スポーツとして普及している。

5 デ ィ ス ク ゴ ル フ

　ディスクゴルフは，フリスビーの愛称で知られるフライングディ
スクを使用した競技のひとつで，いかに少ない投数でゴールに入れ
られるかを競う。ディスクは空中を飛ばすだけでなく，地面を転が
してもOK。地形と風を読む力，そして技の豊富さが勝敗を分ける。ディ
スクを投げることができれば誰でも気軽に楽しめることと，ディス
クを飛ばす爽快感が人気で年々競技人口も増加中である。

6 パ ン ポ ン

　「パンポン」は，縦７m，横2.5mのコートで，中央に木製のネット
を置き，軟式テニスボールを板切れで打ち合う卓球とテニスをミッ
クスしたような素朴なスポーツ。
　大正10年ごろ，日立市で発祥し，後に「パンと打って，ポンと弾む」
ところから「パンポン」と名付けられ，企業や小中学校などで楽し
まれ，どこでも，だれでも，手軽に出来るスポーツとして広く親し
まれている。

平成２７年２月１６日

第６回常任委員会報告
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第７４回国民体育大会　愛称・スローガン規定書体の決定

 

　（選定の趣旨）

　・明るくて元気なイメージが国体にあっている

　・マスコットキャラクターのふんわりした雰囲気と相性がよい

平成２７年２月１６日

第６回常任委員会報告
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第７４回国民体育大会 マスコットキャラクター愛称の決定

　　　　　　　　募集期間　平成２６年７月９日（水）～９月９日（火）

　　　　　　　　応募総数　６，９１７件

（選定の趣旨）

　・茨城（いばらき）をイメージでき，馴染みやすく，親しみやすい。

　・ラッキー星のかけらや幸運を届けるというプロフィールに合っている。

　・ひらがなを使用することでキャラクターの雰囲気にも合う。

○最優秀賞

　　いばラッキー
　　　　応募者：長崎県長崎市　吉

よしおか

岡　浩
ひろ

幸
ゆき

　様

　　　　　　　　※ この作品には２１５名の応募があり抽選で入賞者を決定しました。

○優秀賞

　　イバラッキー
　　　　応募者：水戸市　五

い が ら し

十嵐　麗
れい

華
か

　様

　　　　　　　　※ この作品には４２０名の応募があり抽選で入賞者を決定しました。

○優秀賞

　　ゆめキラちゃん
　　　　応募者：かすみがうら市　横

よ こ て

手　星
きらり

 様

○優秀賞

　　ばラッキー
　　　　応募者：埼玉県富士見市　岩

い わ た

田　明
あきひろ

弘　様

平成２７年２月１６日

第６回常任委員会報告

＜プロフィール＞
　はるかな未来に，幸運のエネルギーでできたラッキー星が
ある。その星のかけらが弾けて，地球の茨城にやってきた。
　茨城（イバラキ）は，ラッキー星と名前がちょっと似てい
てずーっと気になっていた。
　みんなに幸運を届けることが大好きで，好奇心が旺盛！頭
にあるアンテナで幸運の届け先をいつも探している。
　手を振ると左手の緑のハートからは「夢を描くパワー」を，
右手のオレンジのハートからは「勇気のパワー」を発するこ
とができる。
　頑張っているひとを見るとアンテナが反応！背中の翼で
どこへでも行って，輝くみんなに夢と幸運を届けます！

第７４回国民体育大会

マスコット「いばラッキー」

（ ）
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第７４回国民体育大会 花いっぱい運動推奨花の決定

平成２７年２月１６日

第６回常任委員会報告
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第７４回国民体育大会　宿泊基本計画

　第７４回国民体育大会宿泊基本方針に基づき，県，会場地市町村及び関係機関・団体等

は，相互に緊密な連携を図り，次の準備業務を推進する。

１　配宿業務の実施

　（１）　宿泊施設に関する調査の実施

　　　　選手・監督，役員，視察員，報道員及びその他の関係者（以下「大会参加者」という。）

の配宿計画の作成に資するため，県と市町村が連携し，宿泊施設に関する調査を実

施する。

　（２）　宿泊予定者数の把握

　　　　配宿計画の作成に必要な各都道府県の宿泊予定者数を把握するため，県は各都道

府県等への宿泊意向調査を実施する。

　（３）　仮配宿計画の作成

　　　　宿泊施設に関する調査及び各都道府県等への宿泊意向調査等に基づき，配宿計画

の円滑な作成に資するため，県と会場地市町村は連携し，仮配宿計画を作成する。

　（４）　宿泊施設の充足対策

　　　　仮配宿計画において，会場地市町村内の旅館（旅館業法の許可を受けて営業を行

う旅館，ホテル及び簡易宿所をいう。以下同じ。）のみでは大会参加者の収容が困

難な場合には，会場地市町村が，公共施設等の転用（以下「転用施設」という。）

及び民家の利用（以下「民泊」という。）並びに近隣市町村の旅館の利用（以下「広

域配宿」という。）を行うなど，必要な充足対策を行う。

　（５）　配宿計画の作成

　　　　県と会場地市町村は，仮配宿計画等に基づき，市町村ごとの宿泊人数を調整のう

え，配宿計画を作成する。

２　宿泊料金の決定

　　宿泊料金については，先催県の事例も参考に，県準備（実行）委員会が，旅館等の関

係団体との協議結果を踏まえ，公益財団法人日本体育協会と協議する。

　　なお，決定は，公益財団法人日本体育協会において行う。

３　宿泊本部の設置

　　宿泊申込等に関する業務を円滑に行うため，県及び会場地市町村に宿泊本部を設置す

る。

平成２７年２月１６日

第６回常任委員会報告
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４　標準献立の作成

　　大会参加者に提供する食事は，安全，安心で栄養バランスが良く，豊かな自然に恵ま

れた茨城県のさまざまな食材を取り入れた郷土色豊かなものとするとともに，選手が十

分に活躍できるよう標準献立を作成し，調理関係者等を対象に講習会を開催し，標準献

立の普及に努める。

５　弁当の調達

　　昼食弁当については，県及び会場地市町村が，必要に応じて調達斡旋を行う。

６　おもてなし向上研修の実施

　　大会参加者へのサービスの向上と真心あふれるおもてなしを実践するため，宿泊業務

従事者等を対象に，接遇講習会を実施する。

７　その他

　　上記のほか，宿泊業務の実施に関して必要な事項については，要項等を定め推進する。
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第７４回国民体育大会　医事・衛生基本計画

　第７４回国民体育大会医事・衛生基本方針に基づき，県，会場地市町村及び関係機関・

団体等は，相互に密接な連携を図り，次の準備業務を推進する。

１　医療救護対策

　（１）　救護所及び救護本部の設置

　　　  大会参加者等の傷病発生に対処するため，開・閉会式会場及び競技会場等に救護

所を設置する。また，必要に応じ医療救護業務を統括するため，救護本部を設置する。

　（２）　医療救護体制の周知徹底

　　　　傷病発生に伴う患者の取扱いについては，パンフレットの作成・配布等により，

各都道府県，宿泊施設，医療機関等に周知徹底を図る。

２　食品衛生対策

　（１）　食品衛生に関する知識の普及及び意識の啓発

　　　　食品に起因する衛生上の危害を防止するため，宿泊施設及び食品取扱施設の営業

者等に対し，より一層，食品衛生に関する正しい知識の普及及び意識の啓発を図り，

あわせて自主的な衛生管理の向上を促す。

　（２）　監視指導の実施

　　　　宿泊施設や弁当調製施設など食品取扱施設を対象に，監視・指導を行うとともに，

必要に応じて食品の収去検査等を実施する。

３　環境衛生対策

　（１）　会場及び生活環境の美化

　　　　大会参加者等に清潔で快適な環境を提供するため，開・閉会式会場，競技・練習

会場，河川・道路等公共の場所及び観光地等の清掃を実施するとともに，廃棄物の

不法投棄の防止を図り，会場等の美化に努める。

　（２）　廃棄物の発生抑制及びリサイクルの推進

　　　　競技会場等における廃棄物の発生抑制に努めるとともに，分別収集を徹底し，可

能な限りリサイクルを行う。また，リサイクルできない廃棄物については，適正な

処分を行う。

　（３）　宿泊施設の衛生対策

　　　　宿泊者が快適に過ごせるよう，宿泊施設に対して必要な指導等を行い，宿泊施設

の衛生対策に努める。

平成２７年２月１６日

第６回常任委員会報告
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　（４）　飲料水の衛生対策

　　　　安全な飲料水を確保するため，必要に応じて水質検査等を行い，飲料水の衛生対

策に努める。

　（５）　衛生害虫等の駆除

　　　　生活環境の衛生保持を図るため，必要に応じて衛生害虫等の駆除を行い，発生源

対策に努める。

　（６）　動物の適正管理

　　　　会場及び宿泊施設等の周辺における動物による危害防止を図るため，動物の適正

管理等の対策に努める。

４　防疫対策

　（１）　防疫に関する知識の普及及び意識の啓発

　　　　大会参加者等の感染症発生予防に万全を期するため，関係機関及び関係団体等の

協力を得て，より一層，防疫に関する正しい知識の普及及び意識の啓発を図る。

　（２）　健康診断の実施

　　　　大会参加者等の，特に消化器系感染症の発生予防のため，宿泊施設，弁当調製施

設等の業務従事者を対象とした，保菌検査（検便）等の健康診断実施の励行を指導

する。

５　馬事衛生対策

　　馬術競技の円滑な運営に寄与するため，出場馬の防疫，健康管理，入退厩時の調整及

び厩舎の衛生管理等に努め，馬事衛生対策の万全を期する。

６　その他

　　上記のほか，医事・衛生業務の実施に関して必要な事項については，要項等に定める。
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第７４回国民体育大会　輸送・交通基本計画

　第７４回国民体育大会輸送・交通基本方針に基づき，県，会場地市町村，関係機関及び

関係団体等は相互に緊密な連携を図り，第７４回国民体育大会（以下「大会」という）の

輸送・交通業務を円滑に推進する。

１　輸送・交通業務の一般的事項

　（１）　輸送対象者

　　　　輸送の対象者は次のとおりとする。

　　　ア　大会参加者　

　　　　①　選手・監督

　　　　②　都道府県選手団本部役員

　　　　③　大会役員

　　　　④　競技会役員

　　　　⑤　競技役員

　　　　⑥　招待者

　　　　⑦　報道関係者

　　　　⑧　視察員

　　　　⑨　式典出演者

　　　　⑩　大会実施本部係員，大会補助員，大会協力者等

　　　　⑪　競技会係員，競技会補助員，競技補助員，競技会協力者等

　　　　⑫　上記のほか，県又は会場地市町村が必要と認めた者

　　　イ　一般観覧者

　（２）　実施期間

　　　　輸送・交通業務を行う期間は，原則として開会式３日前から閉会式終了１日後ま

での間とする。ただし，競技の特殊事情から必要と認められる場合は，会場地市町

村が別に期間を定める。

　（３）　業務の範囲

　　　ア　輸送・交通業務の範囲は，全国輸送，開・閉会式輸送，競技会場地輸送及びそ

の他大会諸行事に直接関係する会場等の相互間の輸送とする。

　　　イ　輸送対象者，車両，発着場所及び発着時刻等を定め，計画的に行う輸送（以下

「計画輸送」という。）は，原則として近距離（概ね２㎞未満をいう。）は行わない。

　　　　　ただし，地域の交通事情等を勘案し，県と会場地市町村が協議のうえ，必要と

認められる場合は，この限りでない。

平成２７年２月１６日

第６回常任委員会報告
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２　全国輸送（県・各会場地市町村）

　（１）　全国輸送計画の策定

　　　　県は，関係機関及び関係団体等の協力を得て，全国から来県する選手・監督及び

役員等の全国輸送計画を策定する。

　　　　なお，計画の策定にあたっては，各都道府県等に対する来会意向調査を実施する。

　（２）　輸送業務の範囲

　　　　全国から来県する選手・監督及び役員等について，各都道府県出発地から宿泊地

の間とする。

　（３）　集合・解散輸送

　　　　大会に参加する選手・監督及び役員等の全国輸送は，自由集合・自由解散とする

が，県は必要に応じて，列車の増発・増結，航空機の増便等座席の確保及びその他

輸送上の便宜が図られるよう，関係機関及び関係団体等に要請する。

　（４）　輸送案内

　　　　輸送案内は，県が主要拠点に設置する総合案内所及び会場地市町村が指定下車駅

等に設置する案内所において行う。

　（５）　指定下車駅等の設定

　　　　選手・監督及び役員等の下車駅等は，県が会場地市町村と協議のうえ，会場地市

町村の宿泊地の最寄りの駅等から１カ所以上を設定する。

　（６）　指定下車駅等からの輸送

　　　　指定下車駅等と宿舎の間の輸送については，輸送距離及び道路交通事情を勘案し，

必要に応じて会場地市町村が行う。

３　開・閉会式輸送（県）

　（１）　開・閉会式輸送計画の策定

　　　　県は，関係機関及び関係団体等の協力を得るとともに，式典計画及び開・閉会式

会場整備計画等の関係する各種計画を十分に考慮し，開・閉会式輸送計画を策定す

る。

　（２）　輸送業務の範囲

　　　　開・閉会式に参加する選手・監督及び役員等について，指定集合地と開・閉会式

会場の相互間とし，原則として計画輸送とする。

　（３）　指定集合地の設定

　　　　開・閉会式における選手・監督及び役員等の計画輸送を円滑に行うため，宿舎の

分布，参加人員及び道路交通事情等を勘案し，県と会場地市町村が協議して開・閉

会式輸送の起点・終点となる指定集合地を設定する。

　（４）　指定集合地と宿舎間の誘導

　　　　指定集合地と宿舎が異なる場合は，指定集合地と宿舎間の誘導を会場地市町村が
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行い，指定集合地において県に引継ぎを行う。

　（５）　計画輸送経路の設定

　　　　県は，輸送距離，所要時間及び道路交通事情等を勘案し，関係機関及び関係団体

等と協議のうえ，開・閉会式の計画輸送経路を設定する。

　（６）　添乗員の配置

　　　　計画輸送バスの各車両には，乗降時の誘導，乗車人員の把握及び事故発生等の緊

急時における措置のため，原則として係員が添乗する。

　（７）　一般観覧者の輸送

　　　ア　一般観覧者の輸送は，関係機関及び関係団体等の協力を得て，鉄道，路線バス

等の公共交通機関を最大限に活用するとともに，主要鉄道駅及び駐車場等からの

シャトルバスの運行や臨時乗降場の設置等の必要な措置を講じる。

　　　イ　自家用車での来場は，原則として認めない。ただし，開・閉会式会場の車椅子

席利用者等の輸送については，別途配慮する。

　（８）　車両許可証等の交付

　　　　会場周辺に乗り入れを認める車両は，一般車両と容易に区別ができるよう別に定

める許可証等を交付する。

４　競技会場地輸送（各会場地市町村）

　（１）　会場地市町村輸送・交通業務指針

　　　　県は，会場地市町村における輸送・交通業務を推進するため，会場地市町村輸送・

交通業務指針を示し，業務の円滑な準備，運営を期する。

　（２）　競技会場地輸送計画

　　　　会場地市町村は，会場地市町村輸送・交通業務指針に基づき，競技会場地輸送計

画を策定する。

５　円滑な輸送の確保

　（１）　借上バス等の確保

　　　　県は，開・閉会式輸送，会場地市町村は競技会場地輸送について，それぞれが関

係機関及び関係団体等の協力を得て，必要なバス等の車両の確保に努める。

　　　　なお，県は，競技会場地輸送に必要なバス台数を把握し，会場地市町村と協議の

うえ，必要に応じて関係機関及び関係団体等にバス確保の協力を要請する。

　（２）　鉄道・路線バス等の確保

　　　　県は開・閉会式輸送，会場地市町村は競技会場地輸送について，それぞれが関係

機関および関係団体等の協力を得て，鉄道・路線バス等について，円滑な輸送の確

保に努める。

　（３）　予備車の確保
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　　　　県及び会場地市町村は，大会期間中，予備車を準備して，緊急時に備える。

６　駐車場の確保

　　県及び会場地市町村は，道路交通事情及び大会参加者等の車両台数を勘案し，関係機

関及び関係団体等の協力を得て駐車場の確保に努め，その効率的な利用を図る。

 

７　交通安全対策

　　県及び会場地市町村は，会場周辺における交通の安全確保と円滑な輸送を図るため，

関係機関及び関係団体等の協力を得て，駐車場及び乗降場における車両の誘導や交通規

制等の必要な措置を講じるものとする。

　　なお，交通安全対策の実施に当たっては，地域住民等への広報活動を行い，協力を要

請するとともに，交通案内標識，案内板等の設置及び各種広報媒体の積極的な活用によ

り，円滑な通行を確保する。

８　輸送サービスの推進

　（１）　輸送担当係員の講習

　　　　県及び会場地市町村は，円滑な輸送を推進するため，必要に応じて県及び会場地

市町村の輸送担当係員に対し，業務内容の徹底やサービス向上等のための講習会等

を実施する。

　（２）　輸送関係機関等の講習

　　　　県及び会場地市町村は，円滑な輸送を推進するため，関係機関及び関係団体等に

対して，業務内容の徹底，サービス向上等のための講習会の実施を求めることがで

きる。

９　輸送本部の設置

　　県は，輸送・交通業務を円滑に遂行するため，輸送本部を設置する。

10　その他

　　上記のほか，輸送・交通業務に関して必要な事項については，別に定める。
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第７４回国民体育大会　警備・消防防災基本方針

　第７４回国民体育大会（以下「大会」という。）における警備・消防防災対策については，

警察，消防防災，医療等の関係機関及び団体等との緊密な連携のもとに，警備・消防防災

体制の確立を図り，安全かつ円滑な大会運営が行われるよう万全を期するものとする。

１　警備対策

　　開・閉会式会場，競技会場，練習会場，宿泊施設，沿道等における事件・事故等の防

止を重点とした適切な警備措置を講じる。

　　また，大会期間中には，関係機関，団体等の協力を得て，防犯対策を推進し，犯罪の

防止に努める。

２　消防防災対策

　　開・閉会式会場，競技会場，練習会場，宿泊施設，沿道等の火災その他の災害予防及

び災害発生時における情報伝達，避難誘導，救急・救助，救急医療等に関する諸対策を

講じる。

　　また，大会期間中の火災その他の災害の未然防止及び発生時の被害の軽減を図るため，

関係機関，団体等の協力を得て，防火・防災意識の高揚を図る。

３　大規模災害・突発重大事案対策

　　茨城県地域防災計画及び市町村地域防災計画を踏まえ，開・閉会式会場，競技会場，

練習会場等での大規模災害及び突発重大事案発生時における情報収集・伝達，避難誘導，

被害の拡大防止，救急・救助，救急医療等に関する諸対策を講じる。

４　関係機関等との連絡調整

　　県及び会場地市町村は，関係機関，団体等との緊密な連携を保つとともに，情報連絡

体制を確立し，警備・消防防災対策の円滑な推進を図る。

平成２７年２月１６日

第６回常任委員会報告
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第７４回国民体育大会茨城県準備委員会会則

（平成２４年５月２８日設立総会決定）

　第１章　総則

 （名称）

第１条　本会は，第７４回国民体育大会茨城県準備委員会（以下「準備委員会」という。）

と称する。

 （目的）

第２条　準備委員会は，第７４回国民体育大会（以下「大会」という。）を茨城県におい

て開催するために必要な準備を行うことを目的とする。

 （事業）

第３条　準備委員会は，前条の目的を達成するため，次に掲げる事業を行う。

　（１）　大会開催に必要な方針及び計画の策定に関すること

　（２）　大会における実施競技及び会場地市町村に関すること

　（３）　大会開催に必要な施設・設備の整備に関すること

　（４）　大会開催及び準備に係る経費に関すること

　（５）　関係行政機関及び関係機関との連絡調整に関すること

　（６）　前各号に掲げるもののほか，大会の開催に必要な準備に関すること

　第２章　組織

 （構成）

第４条　準備委員会は，会長及び委員をもって構成する。

２　委員は，次に掲げる者のうちから会長が委嘱する。

　（１）　県及び市町村を代表する者

　（２）　県及び市町村の議会を代表する者

　（３）　関係競技団体，その他関係機関・団体を代表する者

　（４）　前各号に掲げる者のほか，大会開催の準備に関係ある者

 （役員）

第５条　準備委員会に次の役員を置く。

　（１）　会　　長　　　１名

　（２）　副 会 長　　　８名以内

　（３）　常任委員　　６０名以内

　（４）　監　　事　　　３名以内

 （役員の選任）

第６条　準備委員会の会長は，茨城県知事をもって充てる。

２　副会長及び常任委員は，総会の承認を得て委員のうちから会長が委嘱する。

３　監事は，総会の承認を得て会長が委嘱する。
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 （役員の職務）

第７条　会長は，準備委員会を代表し，会務を総理する。

２　副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき又は，欠けたときは，あらかじめ会

長が指名した副会長が，その職務を代理する。

３　常任委員は，常任委員会を構成し，第１２条第７項に掲げる事項を審議する。

４　監事は，準備委員会の財務を監督する。

 （任期等）

第８条　委員及び役員（以下「委員等」という。）の任期は，委嘱されたときから準備委

員会の目的が達成され解散するまでとする。ただし，委員等が就任時におけるそれぞれ

の所属機関又は，団体等の役職を離れた場合は，その委員等は，辞任したものとみなし，

その後任者が前任者の残任期間を務めるものとする。

２　会長は，委員等に特別な事情が生じたときは，その職を解き，必要に応じて補充する

ことができる。

３　会長は，前２項の規定により委員等の変更があった場合は，次の総会において報告す

る。

 （顧問及び参与）

第９条　準備委員会に，顧問及び参与を置くことができる。

２　顧問及び参与は，会長が委嘱する。

３　顧問は，会務の重要な事項について，会長の諮問に応じ助言を行う。

４　参与は，会長が必要と認める事項について，会長の諮問に応じ助言を行う。

５　前条の規定は，顧問及び参与の任期等について準用する。

６　役員，委員，顧問及び参与は，無報酬とする。

　第３章　会議

 （会議の種類）

第10条　準備委員会に，次の会議を置く。

　（１）　総会

　（２）　常任委員会

　（３）　専門委員会

 （総会）

第11条　総会は，会長及び委員をもって構成する。

２　総会は，必要に応じて会長が招集する。

３　総会の議長は，会長又は，会長が指名した者がこれにあたる。

４　総会は，次に掲げる事項について審議し，決定する。

　（１）　大会の開催に必要な方針に関すること

　（２）　会則の制定及び改廃に関すること

　（３）　事業計画及び事業報告に関すること
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　（４）　予算及び決算に関すること

　（５）　常任委員会に委任する事項に関すること

　（６）　その他重要な事項に関すること

５　総会は，委員の過半数の出席がなければ開会し，議決することはできない。ただし，

総会に出席できない委員は，あらかじめ通知された事項について，代理人に権限を委任

し，又は，書面で議決に加わることができる。

６　会議の議事は，出席委員（代理人に権限を委任し，又は，書面で議決に加わった者を

含む。）の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。

７　会長は，必要に応じて顧問及び参与に総会への出席を求めることができる。

 （常任委員会）

第12条　常任委員会は，会長，副会長及び常任委員をもって構成する。

２　委員長は，会長をもって充てる。

３　副委員長は，副会長をもって充てる。

４　常任委員会は，必要に応じ委員長が招集する。

５　常任委員会の議長は，委員長又は，委員長が指名した者がこれにあたる。

６　委員長に事故があるとき又は，欠けたときは，あらかじめ委員長が指名した者がその

職務を代理する。

７　常任委員会は，次に掲げる事項について審議し，その結果を必要に応じて次の総会に

報告する。

　（１）　総会から委任された事項に関すること

　（２）　専門委員会の設置及び専門委員会への付託及び委任事項に関すること

　（３）　総会を招集するいとまのない緊急な事項に関すること

　（４）　その他，委員長が必要と認める事項に関すること

８　前条第５項及び第６項の規定は常任委員会について準用する。

９　第８条の規定は，常任委員の任期等について準用する。

 （専門委員会）

第13条　専門委員会は，会長が委嘱する専門委員をもって構成する。

２　専門委員会は，常任委員会からの付託又は，委任された事項について調査・審議し，

その結果を常任委員会に報告する。

３　前２項に定めるもののほか，専門委員会に関し必要な事項は，常任委員会に諮り，会

長が別に定める。

４　第８条の規定は，専門委員の任期等について準用する。

　第４章　会長の専決処分

 （会長の専決処分）

第14条　会長は，総会及び常任委員会（以下「総会等」という。）を招集するいとまがな

いとき，又は，総会等の権限に属する事項で軽易なものについては，これを専決処分す
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ることができる。

２　前項の規定により専決処分したときは，会長はこれを次の総会等に報告し，承認を求

めなければならない。

　第５章　事務局

 （事務局）

第15条　準備委員会の事務を処理するため，事務局を置く。

２　事務局に関し必要な事項は，会長が別に定める。

　第６章　財務

 （経費）

第16条　準備委員会の経費は，負担金及びその他の収入をもって充てる。

 （予算及び決算）

第17条　準備委員会の収支予算は，総会の議決により定め，収支決算は，監事の監査を経

て総会の承認を得なければならない。

 （会計年度）

第18条　準備委員会の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月３１日までとする。

２　準備委員会の会計に関し必要な事項は，会長が別に定める。

　第７章　補則

 （委任）

第19条　この会則に定めるもののほか，準備委員会の運営に関し必要な事項は，会長が別

に定める。

 （解散）

第20条　準備委員会は，第２条に規定する目的が達成されたとき，総会の議決を経て解散

するものとする。

２　準備委員会が解散するときに有する残余財産は，総会の議決を経て処分する。

　附則

１　この会則は，平成２４年５月２８日から施行する。

２　準備委員会の平成２４年度における会計年度は，第１８条第１項の規定にかかわらず，

平成２４年５月２８日に始まり，平成２５年３月３１日までとする。
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第７４回国民体育大会茨城県準備委員会役員

【会長】1名　【副会長】8名　【常任委員】50名　　計59名　【監事】2名　　合計61名

役職 選出区分 機関・団体名および役職 氏　　　名
1 会長(委員長) 県関係 茨城県知事 橋　本　　　昌
2

副会長
(副委員長)

県議会関係 茨城県議会議長 細　谷　典　幸
3

県関係
茨城県副知事 山　口　やちゑ

4 茨城県副知事 楠　田　幹　人
5 県教委関係 茨城県教育委員会教育長 小野寺　　　俊
6

市町村関係
茨城県市長会長 豊　田　　　稔

7 茨城県町村会長 小　谷　隆　亮
8 県庁所在地市長 高　橋　　　靖
9 県体協関係 公益財団法人茨城県体育協会長 角　田　芳　夫
10

常任委員

県議会関係

茨城県議会副議長 山　岡　恒　夫
11 茨城県議会総務企画委員会委員長 伊　沢　勝　徳
12 茨城県議会防災環境商工委員会委員長 舘　静　　　馬
13 茨城県議会保健福祉委員会委員長 石　田　　　進
14 茨城県議会農林水産委員会委員長 西　野　　　一
15 茨城県議会土木企業委員会委員長 神　達　岳　志
16 茨城県議会文教警察委員会委員長 石　井　邦　一
17

県関係

茨城県理事兼政策審議監 今　瀬　　　肇
18 茨城県知事公室長 塙　　　秀　雄
19 茨城県総務部長 菊　地　健太郎
20 茨城県総務部理事兼地域支援局長 今　関　裕　夫
21 茨城県企画部長 野　口　　　通
22 茨城県企画部理事兼科学技術振興監 佐久間　正　敏
23 茨城県生活環境部長 小　野　嘉　久
24 茨城県生活環境部理事兼防災・危機管理局長 田　中　豊　明
25 茨城県保健福祉部長 松　岡　輝　昌
26 茨城県商工労働部長 斎　田　陽　介
27 茨城県農林水産部長 鈴　木　哲　也
28 茨城県土木部長 渡　辺　　　学
29 茨城県企業局長 中　島　敏　之
30 茨城県病院事業管理者 五十嵐　徹　也
31 茨城県警察本部長 鈴　木　三　男
32 県教育関係 茨城県教育委員会委員(教育長職務代理者) 関　　　正　樹
33

市町村関係
茨城県市議会議長会会長 村　田　進　洋

34 茨城県町村議会議長会会長 小　貫　和　通
35 茨城県市町村教育委員会連合会会長 石　塚　哲　夫
36

スポーツ関係

公益財団法人茨城県体育協会副会長 堀　口　卓司郎
37 公益財団法人茨城県体育協会副会長 髙　山　能　昌
38 社団法人茨城県レクリエーション協会会長 岡　田　　　広
39 茨城県スポーツ推進委員協議会会長 石　島　邦　行
40 茨城県スポーツ推進審議会委員長 巽　　　申　直
41 茨城県障害者スポーツ・文化協会会長 橋　本　　　昌
42 茨城県総合型地域スポーツクラブ協議会会長 大　和　道　男
43 茨城県中学校体育連盟会長 川　又　　　将
44 茨城県高等学校体育連盟会長 齋　藤　文　夫
45

学校関係
茨城県学校長会会長 坂　場　克　身

46 茨城県高等学校長協会協会長 萩　谷　主　郎
47 茨城県私学協会会長 鈴　木　康　之
48

産業・経済関係

一般社団法人茨城県経営者協会会長 鬼　澤　邦　夫
49 茨城県商工会議所連合会会長 和　田　祐之介
50 茨城県商工会連合会会長 外　山　崇　行
51 茨城県中小企業団体中央会会長 渡　邉　　　武
52 公益社団法人日本青年会議所関東地区茨城ブロック協議会会長 大　高　勝　利
53 通信・運輸関係 一般社団法人茨城県バス協会会長 米　川　公　誠
54 宿泊・観光関係 一般社団法人茨城県観光物産協会会長 橋　本　　　昌
55

医療・福祉関係
社団法人茨城県医師会会長 小　松　　　満

56 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会会長 関　　　正　夫
57

社会団体関係
大好きいばらき県民会議理事長 幡　谷　浩　史

58 茨城県女性団体連盟会長 田　山　知賀子
59 茨城県地域女性団体連絡会会長 櫻　井　よう子
60

監事
県関係 茨城県会計管理者 森　戸　久　雄

61 市町村関係 茨城県市町村会・町村会常務理事兼事務局長 佐　藤　政　雄



－ 66 －

第７４回国民体育大会茨城県準備委員会委員

【会長】1名

選出区分 機関・団体名および役職 氏　　　名

県関係 茨城県知事 橋　本　　　昌

【委員】178名

県議会関係

茨城県議会議長 細　谷　典　幸

茨城県議会副議長 山　岡　恒　夫

茨城県議会総務企画委員会委員長 伊　沢　勝　徳

茨城県議会防災環境商工委員会委員長 舘　静　　　馬

茨城県議会保健福祉委員会委員長 石　田　　　進

茨城県議会農林水産委員会委員長 西　野　　　一

茨城県議会土木企業委員会委員長 神　達　岳　志

茨城県議会文教警察委員会委員長 石　井　邦　一

県関係

茨城県副知事 山　口　やちゑ

茨城県副知事 楠　田　幹　人

茨城県理事兼政策審議監 今　瀬　　　肇

茨城県知事公室長 塙　　　秀　雄

茨城県総務部長 菊　地　健太郎

茨城県総務部理事兼地域支援局長 今　関　裕　夫

茨城県企画部長 野　口　　　通

茨城県企画部理事兼科学技術振興監 佐久間　正　敏

茨城県生活環境部長 小　野　嘉　久

茨城県生活環境部理事兼防災・危機管理局長 田　中　豊　明

茨城県保健福祉部長 松　岡　輝　昌

茨城県商工労働部長 斎　田　陽　介

茨城県農林水産部長 鈴　木　哲　也

茨城県土木部長 渡　辺　　　学

茨城県企業局長 中　島　敏　之

茨城県病院事業管理者 五十嵐　徹　也

茨城県警察本部長 鈴　木　三　男

茨城県教育委員会教育長 小野寺　　　俊

県教育関係 茨城県教育委員会委員(教育長職務代理者) 関　　　正　樹

市町村関係

茨城県市議会議長会会長 村　田　進　洋

茨城県町村議会議長会会長 小　貫　和　通

茨城県市町村教育委員会連合会会長 石　塚　哲　夫

茨城県市長会長 豊　田　　　稔

茨城県町村会長 小　谷　隆　亮

水戸市長 高　橋　　　靖

日立市長 小　川　春　樹

土浦市長 中　川　　　清

古河市長 菅　谷　憲一郎

石岡市長 今　泉　文　彦

結城市長 前　場　文　夫

龍ケ崎市長 中　山　一　生

下妻市長 稲　葉　本　治

常総市長 高　杉　　　徹

常陸太田市長 大久保　太　一

高萩市長 小田木　真　代

笠間市長 山　口　伸　樹

取手市長 藤　井　信　吾

牛久市長 池　邉　勝　幸

つくば市長 市　原　健　一

ひたちなか市長 本　間　源　基
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第７４回国民体育大会茨城県準備委員会委員

選出区分 機関・団体名および役職 氏　　　名

市町村関係

鹿嶋市長 錦　織　孝　一

潮来市長 原　　　浩　道

守谷市 会　田　真　一

常陸大宮市長 三　次　真一郎

那珂市長 海　野　　　徹

筑西市長 須　藤　　　茂

坂東市長 吉　原　英　一

稲敷市長 田　口　久　克

かすみがうら市長 坪　井　　　透

桜川市長 大　塚　秀　喜

神栖市長 保　立　一　男

行方市長 鈴　木　周　也

鉾田市長 鬼　沢　保　平

つくばみらい市長 片　庭　正　雄

小美玉市長 島　田　穣　一

茨城町長 小　林　宣　夫

城里町長 上遠野　　　修

東海村長 山　田　　　修

大子町長 綿　引　久　男

美浦村長 中　島　　　栄

阿見町長 天　田　富司男

河内町長 雜　賀　正　光

八千代町長 大久保　　　司

五霞町長 染　谷　森　雄

境町長 橋　本　正　裕

利根町長 遠　山　　　務

スポーツ関係

公益財団法人茨城県体育協会長 角　田　芳　夫

公益財団法人茨城県体育協会副会長 堀　口　卓司郎

公益財団法人茨城県体育協会副会長 髙　山　能　昌

公益財団法人茨城県体育協会専務理事 市　村　　　仁

茨城県レクリエーション協会会長 岡　田　　　広

茨城県スポーツ推進委員協議会会長 石　島　邦　行

茨城県スポーツ推進審議会委員長 巽　　　申　直

茨城県障害者スポーツ・文化協会会長 橋　本　　　昌

茨城県総合型地域スポーツクラブ協議会会長 大　和　道　男

茨城県中学校体育連盟会長 川　又　　　将

茨城県高等学校体育連盟会長 齋　藤　文　夫

茨城県高等学校野球連盟会長 福　田　洋　治

茨城県女子体育連盟会長 大　越　福　枝

競技団体

茨城県水泳連盟会長 関　口　　　毅

茨城県ボート協会会長 原　　　浩　道

茨城県セーリング連盟会長 錦　織　孝　一

茨城県カヌー協会会長 川　口　　　浩

一般財団法人茨城陸上競技協会会長 櫻　井　洋　二

公益財団法人茨城県サッカー協会会長 海　野　　　透

茨城県テニス協会会長 黒　澤　弘　忠

茨城ホッケー協会会長 梶　山　弘　志

茨城県ボクシング連盟会長 鈴　木　奉　勲

茨城県バレーボール協会会長 梶　山　弘　志

茨城県体操協会会長 飯　田　　　稔

茨城県バスケットボール協会会長 薄　井　宏　美
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選出区分 機関・団体名および役職 氏　　　名

競技団体

茨城県レスリング協会会長 田　山　東　湖

茨城県ウエイトリフティング協会会長 阿　部　敏　博

茨城県ハンドボール協会会長 会　田　真　一

茨城県自転車競技連盟会長 葉　梨　康　弘

茨城県ソフトテニス連盟会長 下　妻　利　之

茨城県卓球連盟会長 川　田　　　進

茨城県軟式野球連盟会長 光　山　光　次

茨城県相撲連盟会長 関　　　和　夫

茨城県馬術連盟会長 白　田　信　夫

茨城県フェンシング協会会長 永　野　武　晨

茨城県柔道連盟会長 萩　原　　　榮

茨城県ソフトボール協会会長 岸　根　壽　英

茨城県バドミントン協会会長 手　塚　克　彦

茨城県弓道連盟会長 久保田　　　清

茨城県ライフル射撃協会会長 來　栖　行　正

一般財団法人茨城県剣道連盟会長 髙　山　陽　好

茨城県ラグビーフットボール協会会長 岡　部　英　男

茨城県山岳連盟会長 二階堂　章　信

茨城県アーチェリー協会会長 足　立　寛　作

茨城県空手道連盟会長 西　條　昌　良

茨城県銃剣道連盟会長 佐久間　善　彦

茨城県クレー射撃協会会長 沼　田　利　光

茨城県なぎなた連盟会長 岡　田　　　広

茨城県ボウリング連盟会長 久　保　正　幸

茨城県アマチュアゴルフ連盟会長 酒　井　　　信

茨城県トライアスロン協会会長 新　谷　正　義

学校関係

茨城県学校長会会長 坂　場　克　身

茨城県高等学校長協会協会長 萩　谷　主　郎

茨城県私学協会会長 鈴　木　康　之

茨城大学学長 三　村　信　男

筑波大学学長 永　田　恭　介

流通経済大学学長 野　尻　俊　明

一般社団法人茨城県専修学校各種学校連合会会長 細　谷　　　貢

茨城県幼稚園連合会会長 寺　門　　　南

産業・経済関係

一般社団法人茨城県経営者協会会長 鬼　澤　邦　夫

茨城県商工会議所連合会会長 和　田　祐之介

茨城県商工会連合会会長 外　山　崇　行

茨城県中小企業団体中央会会長 渡　邉　　　武

公益社団法人日本青年会議所関東地区茨城ブロック協議会会長 大　高　勝　利

一般社団法人茨城県銀行協会理事長 寺　門　一　義

茨城県信用金庫協会会長 塙　　　由　博

茨城県信用組合協会会長 幡　谷　祐　一

茨城県農業協同組合中央会会長 加倉井　豊　邦

茨城県森林組合連合会代表理事会長 佐　藤　信　勝

茨城沿海地区漁業協同組合連合会代表理事会長 小　野　　　勲

茨城県建設業協会会長 岡　部　英　男

通信・運輸関係

一般社団法人茨城県バス協会会長 米　川　公　誠

東日本旅客鉄道株式会社水戸支社長 向　山　路　一

東日本電信電話株式会社茨城支店長 徳　成　卓　也

一般社団法人茨城県ハイヤー・タクシー協会会長 金　塚　　　功

公益財団法人茨城県開発公社理事長 渡　邊　一　夫
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第７４回国民体育大会茨城県準備委員会委員

選出区分 機関・団体名および役職 氏　　　名

宿泊・観光関係

一般社団法人茨城県観光物産協会会長 橋　本　　　昌

茨城県ホテル旅館生活衛生同業組合理事長 吉　岡　昭　文

公益社団法人茨城県食品衛生協会理事長 萩　谷　　　寛

茨城県旅行業協会会長 木　村　　　進

公益社団法人茨城県栄養士会会長 政　安　静　子

医療･福祉関係

一般社団法人茨城県医師会会長 小　松　　　満

公益社団法人茨城県歯科医師会会長 森　永　和　男

公益社団法人茨城県薬剤師会会長 根　本　清　美

公益社団法人茨城県看護協会会長 相　川　三保子

社会福祉法人茨城県社会福祉協議会会長 関　　　正　夫

日本赤十字社茨城県支部支部長 橋　本　　　昌

警備・消防関係

一般財団法人茨城県交通安全協会会長 照　山　昭　一

公益財団法人茨城県防犯協会理事長 人　見　實　徳

公益財団法人茨城県消防協会会長 葉　梨　　　衛

社会団体関係

大好きいばらき県民会議理事長 幡　谷　浩　史

茨城県女性団体連盟会長 田　山　知賀子

茨城県地域女性団体連絡会会長 櫻　井　よう子

公益財団法人茨城県老人クラブ連合会会長 伊　藤　達　也

茨城県社会教育振興協議会会長 儘　田　茂　樹

茨城県青年団体連盟会長 雨　谷　和　宏

公益財団法人いばらき文化振興財団理事長 安　藤　博　昭

茨城文化団体連合会長 人　見　實　徳

公益社団法人茨城県青少年育成協会会長 石　津　博　康

茨城県子ども会育成連合会会長 中　川　輝　夫

日本ボーイスカウト茨城県連盟理事長 山　田　隆　士

一般社団法人ガールスカウト茨城県連盟連盟長 安　　　節　子

茨城県高等学校ＰＴＡ連合会会長 大　堤　雄　一

茨城県ＰＴＡ連絡協議会会長 佐　藤　秀　行
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第７４回国民体育大会茨城県準備委員会顧問・参与

【顧問】15名

機関・団体名および役職 氏　　　名

国会議員

衆議院議員 石　井　啓　一

衆議院議員 石　川　昭　政

衆議院議員 大　畠　章　宏

衆議院議員 梶　山　弘　志

衆議院議員 田　所　嘉　徳

衆議院議員 永　岡　桂　子

衆議院議員 中　村　喜四郎

衆議院議員 丹　羽　雄　哉

衆議院議員 額　賀　福志郎

衆議院議員 葉　梨　康　弘

衆議院議員 福　島　伸　享

参議院議員 岡　田　　　広

参議院議員 郡　司　　　彰

参議院議員 上　月　良　祐

参議院議員 藤　田　幸　久

【参与】80名

県議会議員

茨城県議会議員 加　藤　明　良

茨城県議会議員 佐　藤　光　雄

茨城県議会議員 江　尻　加　那

茨城県議会議員 川　津　　　隆

茨城県議会議員 高　崎　　　進

茨城県議会議員 井　手　義　弘

茨城県議会議員 福　地　源一郎

茨城県議会議員 菊　池　敏　行

茨城県議会議員 長谷川　修　平

茨城県議会議員 齋　藤　英　彰

茨城県議会議員 八　島　功　男

茨城県議会議員 安　藤　真理子

茨城県議会議員 森　田　悦　男

茨城県議会議員 江　田　隆　記

茨城県議会議員 髙　橋　勝　則

茨城県議会議員 桜　井　富　夫

茨城県議会議員 戸井田　和　之

茨城県議会議員 臼　井　平八郎

茨城県議会議員 萩　原　　　勇

茨城県議会議員 飯　塚　秋　男

茨城県議会議員 飯　田　智　男

茨城県議会議員 岡　田　拓　也

茨城県議会議員 志　賀　秀　之

茨城県議会議員 村　上　典　男

茨城県議会議員 常　井　洋　治

茨城県議会議員 中　村　　　修

茨城県議会議員 川　口　政　弥

茨城県議会議員 上　野　高　志

茨城県議会議員 星　田　弘　司

茨城県議会議員 鈴　木　　　将

茨城県議会議員 田　村　けい子

茨城県議会議員 海　野　　　透

茨城県議会議員 磯　崎　達　也

茨城県議会議員 二　川　英　俊

茨城県議会議員 田　口　伸　一
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機関・団体名および役職 氏　　　名

県議会議員

茨城県議会議員 藤　島　正　孝

茨城県議会議員 小　川　一　成

茨城県議会議員 鈴　木　定　幸

茨城県議会議員 先　﨑　　　光

茨城県議会議員 設　楽　詠美子

茨城県議会議員 水　柿　一　俊

茨城県議会議員 石　塚　仁太郎

茨城県議会議員 外　塚　　　潔

茨城県議会議員 白　田　信　夫

茨城県議会議員 西　條　昌　良

茨城県議会議員 横　山　忠　市

茨城県議会議員 田　山　東　湖

茨城県議会議員 本　澤　　　徹

茨城県議会議員 鈴　木　亮　寛

茨城県議会議員 島　田　幸　三

茨城県議会議員 下　路　健次郎

茨城県議会議員 葉　梨　　　衛

茨城県議会議員 半　村　　　登

県教委関係

茨城県教育委員会委員 大久保　博　之

茨城県教育委員会委員 福　岡　和　子

茨城県教育委員会委員 柳　生　　　修

茨城県教育委員会委員 水　越　和　夫

茨城県教育委員会委員 長谷川　智恵子

国関係

自衛隊茨城地方協力本部長 許　斐　輝　幸

関東森林管理局茨城森林管理署長 安　永　正　治

関東運輸局茨城運輸支局長 高　橋　芳　則

水戸地方気象台長 渡　辺　典　昭

関東地方整備局常陸河川国道事務所長 水　島　徹　治

報道関係

茨城新聞社代表取締役社長 小田部　　　卓

毎日新聞社水戸支局長 滝　口　隆　司

読売新聞社水戸支局長 西　村　洋　一

朝日新聞社水戸総局長 福　島　範　彰

産經新聞水戸支局長 北　村　　　豊

東京新聞水戸支局長 山　岸　利　行

日本経済新聞社水戸支局長 安　池　直　人

日刊工業新聞社茨城支局長 山　路　　　薫

日本工業新聞社東関東支局長 北　村　　　豊

時事通信社水戸支局長 石　田　保　幸

共同通信社水戸支局長 古　池　一　正

日本放送協会水戸放送局長 加　茂　　　明

茨城放送代表取締役社長 北　島　重　司

日本テレビ水戸支局長 齋　藤　直　人

ＴＢＳテレビ水戸駐在員 飯　島　哲　平

フジテレビ水戸支局長 寺　尾　伸　幸

テレビ朝日水戸支局長 渡　辺　厚　太


